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1 本解説資料の役割

● 環境省阿蘇くじゅう国立公園満喫プロジェクト阿蘇地域草原利用部会は、阿蘇地域の市町村

や牧野組合、観光事業者などとの協議を重ね、令和５年 12 月に、「千年の草原を活用した

持続的な観光ガイドライン２０２３　～アクティビティガイド向け～」（以下：ガイドライン）

を策定しました。

● このガイドラインは、「千年以上の昔から草原の守り人が自然と共生して守り育んできた阿

蘇の草原を誇りに持つと共に、その魅力をアクティビティ事業者による観光ガイド活動を通

じ、次の千年に受け継いでいくこと」を目的としており、「アクティビティガイドの行動原則」

と「アクティビティガイドのルール、遵守事項」、「インタープリテーションにおいて留意す

るポイント」の３点を規定しています。

● 本解説資料の役割は下記２点です。

❶「アクティビティガイドのルール、遵守事項」のうち、専門知識を要する「口蹄疫対策の
徹底」について補足説明する。

❷「インタープリテーションにおいて留意するポイント」の各ポイントについて、アクティ
ビティガイドが各顧客に対して解説する際に最低限必要な情報を補足説明する。
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２  �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について

口蹄疫に関する基礎知識

１ 病原体と特性
● 口蹄疫は、口蹄疫ウイルス（ピコルナウイルス科アフトウイルス属に分類される）の感染によ

る急性熱性伝染病です。口蹄疫ウイルスには、相互にワクチンが効かない７種類（O、A、C、

Asia1、SAT1、SAT2、SAT3）のタイプ（血清型）があります。
● 口蹄疫ウイルスは、感染が広がりやすい下記の特性を有しているため、厳重な対策が必要です。

… 口蹄疫ウイルスの特性… ……………………………………………………………………………

・ウイルスが寄生する動物の種類が多い。
・感染動物体内でウイルスが迅速に複製され、多量に排泄される。
・少ないウイルス量でも感染が成立する。
・�ウイルスは容易に他の物体に付着することから、感染経路が多岐に渡る（次ページ「３
主な感染経路」参照）。

・長期間にわたりウイルスが残存する（３カ月以上残存した事例あり）。
・変異を起こしやすく、ワクチンの効果が限定的。
…………………………………………………………………………………………………………

２ 感染する動物と感染症状
● 口蹄疫ウイルスは伝染力が強く、牛、水牛、豚、めん羊、山羊などの家畜をはじめ野生動物

を含むほとんどの偶蹄類動物が感染します。
● 口蹄疫に感染すると、口、鼻、蹄、乳頭に水疱ができたり、発熱、よだれ、食欲不振、歩行

困難などの症状を示します。口蹄疫にかかると、子牛や子豚では死亡することもありますが、

成長した家畜では死亡率が数％程度といわれています。

口蹄疫発生牛の口内の水ぶくれ（出典：農林水産省提供写真）

● ただし死亡率が低くても、畜産業の生産性を低下させて畜産物の安定供給を脅かすことから、

感染した場合は殺処分が必要となります。
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３ 主な感染経路
❶潜伏期及び発病期の感染動物から
動物への感染

❷犬、猫、鶏、ネズミ、野鳥などの
非感受性動物による感染

❸汚染された飼育器具、飼料、人、
車両などを介した感染

❹空気感染（風で数キロ先まで飛ば
されることもある）

※上記は 2023 年８月に農林水産省ＨＰから引用した情報です。最新の情報は下記ＨＰから確認しましょう。
　口蹄疫に関する情報：農林水産省 (maff.go.jp)

世界における口蹄疫の発生状況
（2023年 8月21日現在）

近隣アジア諸国を中心とした
海外における口蹄疫の発生状況
（2023年 5月22日現在）

● 口蹄疫は世界の広域で発生がみら

れます。2023 年８月現在、 発

生がない地域は、北米、オセアニ

ア及び欧州西部などに限られてい

ます。

海外

● アジア地域では、東南アジア

諸国に加え、韓国、中国、ロ

シアなどでの発生が目立ちま

す。

4 発生状況

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について

❶

❸

❷

❹
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国内

● 国内では、2000 年に 92 年ぶりに宮崎と北海道で口蹄疫が発生しました（1908 年の東京、

神奈川、兵庫、新潟での 522 頭の発生以来）。
● その後、2010 年４月に宮崎県において 10 年ぶりに発生し、29 万頭が殺処分されまし

た。また口蹄疫による被害は畜産関連産業にとどまらず、観光や商工業等、多方面に広がり、

県内経済への影響は、約 2,350 億円（2010 年 8 月試算）に及びました。

また、多くのイベントが中止され、全国高校野球選手権大会宮崎大会が無観客で開幕する

など、県民生活にも大きな影響を及ぼしました。

2010 年宮崎での発生時の状況とその後の対策
● 4 月 7 日、牛 16 頭の農場（繁殖牛農家）で１頭の牛が発病。

➡ 宮崎家畜保健衛生所が立ち入り検査 ➡ 経過観察

● 4 月 16 日夕方、他の牛の発病が通報される

➡ 再度、立ち入り検査 ➡ 別の牛２頭に同様の症状を確認

●動物衛生研究所海外病部に検体を送付 ➡ 遺伝子検査で陽性を確認

➡ 抗原検出検査で口蹄疫（Ｏ型）の患畜と確定

●当該農場で疑似患畜と確認された４月 20 日以降、防疫措置を実施
● �当該農場での防疫措置（飼養牛全頭の殺処分、畜舎の消毒、汚染物品の焼埋却等）
● 移動制限区域の設定（当該農場から半径 10km 以内の区域）
● 搬出制限区域の設定（当該農場から半径 20km 以内の区域）
● 急速な感染拡大に対応するため（他地域への感染拡大を防ぐ）、我が国初のワク

チン接種（約７万７千頭）➡ 発生が減少し、７月４日以降はなし

●７月 27 日、移動制限をすべて解除

●８月 27 日、宮崎県が終息宣言（家畜排せつ物の処理完了）

（出典：（公財）中央畜産会 HP） （出典：宮崎県 HP）

2010 年に宮崎県で発生した口蹄疫の発生状況とその被害

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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５ 法整備等
1「国際家畜衛生規約」（国際獣疫事務局／ＷＯＡＨ（旧ＯＩＥ））
● 口蹄疫は非常に強い伝播力を示し、重大な社会経済上の影響をもたらすことから、国際的に最も

注意すべき疾病として認識され、国際獣疫事務局（ＷＯＡＨ）によって最も重要度の高いリストＡ

疾病に規定されています。
● ＷＯＡＨでは口蹄疫を含む特定の疾病について各国の状況を評価するステータス認定を行ってお

り、日本は公式認定開始（1996 年）当時から「ワクチン非接種清浄国」として認定されています。
● 2000 年３月の口蹄疫発生後は、同年 9 月 26 日に「ワクチン非接種清浄国」に復帰。

2010 年の口蹄疫発生時には、翌年５月の OIE 総会で「清浄国」の資格を回復しました。

2国内法令
家畜伝染病予防法（1951年制定、2011年改正）

● 家畜の伝染病疾病の発生を予防し、及びまん延を防止することにより、畜産の振興を図るこ

とを目的として制定されました。
● 発生を予防するための届出、検査等、発生時の届出、殺処分、移動制限、国内外への伝播を防

止するための輸出入検疫、国・都道府県の連携、費用負担、家畜の所有者が遵守すべき衛生管

理方法に関する基準の制定、生産者の自主的措置等について定められています。

飼養衛生管理基準（2004年制定、2021年改正）
● 上記の家畜伝染病予防法に基づき、畜産農家に対して日常的に遵守するべき衛生管理について

定めた基準です。家畜の種類ごとに規定されており、牛に関する基準の概要は下記の通りです。

飼養衛生管理基準（牛、水牛、鹿、めん羊、山羊）

Ⅰ �家畜防疫に関する基本的事Ⅰ �家畜防疫に関する基本的事
項項

・�病原体の侵入・拡散防止を行う必要がある衛生管理区域の設
定を義務付け。

・�家畜を飼養する畜舎、パドック、放牧場等は衛生管理区域に設
定する必要がある。　　など

Ⅱ �衛生管理区域への病原体のⅡ �衛生管理区域への病原体の
侵入防止侵入防止

Ⅲ �衛生管理区域内における病Ⅲ �衛生管理区域内における病
原体による汚染拡大防止原体による汚染拡大防止

Ⅳ �衛生管理区域外への病原体Ⅳ �衛生管理区域外への病原体
の拡散防止の拡散防止

【人に対して】
・必要のない者の立ち入り制限。
・１週間以内に海外渡航歴がある者の立入を禁止。
・立入 / 退出する者の手指消毒、衣服交換の徹底。　　など
【物品に対して】
・立入 / 退出する車両や物品の消毒の徹底。　　など

● 畜産農家が飼養衛生管理基準をに不遵守と判定された場合、家畜衛生管理保健所から、指導・

助言・勧告・命令がなされます。命令にも従わなかった場合、30 万円以下の罰金が科され

ます。また口蹄疫発生時に家畜伝染病予防法に基づいて交付される手当金についても、不遵

守の場合、減額もしくは未交付の措置が科される可能性もあります。

口蹄疫対策特別措置法（2010年制定）
● 2010 年に宮崎県で発生した口蹄疫に起因する事態に対処するため、口蹄疫のまん延防止、

国による費用負担、生産者の経営や生活再建支援等の特別措置を講じるものです。

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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６ 防疫対策
口蹄疫の発生を予防し、また万が一発生した場合のまん延防止対策として最も重要なのは、

「発生の予防」と「早期の発見及び通報」、さらには「迅速かつ的確な初動対応」とされています。

家畜の所有者においては、飼養衛生管理基準の遵守とともに、口蹄疫が疑われる症状を呈し

ている家畜が発見された場合、直ちに都道府県にへの届け出ることを日常化し、確実に実行す

ることが重要であり、行政機関や関係団体では、下表のような役割分担で発生予防と発生時に

備えた準備を行うこととなっています。

 

行政・関係機関の役割

発生の予防発生の予防 まん延防止対策まん延防止対策

国

・�水際における検疫措置の徹底（人、物・�水際における検疫措置の徹底（人、物
等を介した諸外国からの口蹄疫ウイル等を介した諸外国からの口蹄疫ウイル
スの侵入を防止）。スの侵入を防止）。

・�都道府県に対し、必要な情報の提供、・�都道府県に対し、必要な情報の提供、
全都道府県の防疫レベルを高位平準化全都道府県の防疫レベルを高位平準化
できるよう、資料・助言を行う。できるよう、資料・助言を行う。

・�初動対応等を定めた防疫方針の決定・�初動対応等を定めた防疫方針の決定
及び見直しを責任を持って行う。及び見直しを責任を持って行う。

・�都道府県の具体的な防疫措置に関係・�都道府県の具体的な防疫措置に関係
省庁が協力・支援する。省庁が協力・支援する。

・�法を踏まえ、予算を迅速かつ確実に・�法を踏まえ、予算を迅速かつ確実に
手当てする。手当てする。

都道府県 ・家畜の所有者への指導の徹底。・家畜の所有者への指導の徹底。
・発生時に備えた準備。	・発生時に備えた準備。	

・�防疫方針に即した具体的な防疫措置・�防疫方針に即した具体的な防疫措置
を迅速かつ的確に実行する。を迅速かつ的確に実行する。

市町村・
関係機関

・�都道府県の行う家畜所有者への指導や・�都道府県の行う家畜所有者への指導や
発生時に備えた準備に協力する。発生時に備えた準備に協力する。

・�都道府県の行う具体的な防疫措置に・�都道府県の行う具体的な防疫措置に
協力する。協力する。

阿蘇郡市内の防疫に関する行政・関係機関等

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について

阿蘇郡市内
家畜所有者

熊本県阿蘇地区
家畜自衛防疫
促進協議会

警察、自衛隊、
獣医師会等

農林水産省
消費・安全局

（国研）農研機構
動物衛生研究部門

熊本県農林水産部
畜産課

阿蘇家畜保健衛生所 動物
検疫所

国際機関
（ＷＯＡＨ等）

市町村
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１ 全体概要
ガイドラインでは「口蹄疫への対策の徹底」として、「草原への立ち入り手順」と「口蹄疫

対策の８つの基本ルール」を定めています。阿蘇の草原は、放牧地・採草地・茅野（非放牧・

非採草）の３種類に大きく分けられ、口蹄疫の感染リスクはそれぞれで異なります。

放牧地が最も感染リスクが高く、最大級の警戒・対策が必要です。また、家畜伝染予防法の

飼養衛生管理基準においても、放牧地は「衛生管理区域」とされており、海外渡航歴による立

ち入りの禁止などが定められています。

採草地は牛が立ち入らないため、一見感染リスクが低いようにみえますが、口蹄疫ウイルス

は３か月以上残存するため、給餌用に採られた草やその機械・道具を介して、口蹄疫ウイルス

が牛に伝播してしまうリスクがあります。

茅野は、牛との接触が直接的にも間接的にも少なく最も感染リスクが低いですが、近距離に牛が

放牧されているケースも多く、口蹄疫は空気感染することも考慮すると、最低限の対策は必要です。

以上、草原の種類ごとに口蹄疫の感染リスクや法制度上の取り扱いが異なることから、「草

原への立ち入り手順」と「口蹄疫対策の８つの基本ルール」の取り扱いを下表に整理しました。

そのため、アクティビティ事業者は各アクティビティを来訪者に提供する前に、アクティビ

ティ実施予定場所が放牧地・採草地・茅野のどのエリアに該当するのか、事前に確認を行い、

遵守するべきルールを把握しましょう。

放牧期間外の放牧地・採草地
（＝衛生管理区域外）

放牧期間内の放牧地
（＝衛生管理区域内）

放牧も採草も
行わない草原（茅野）

草原への
立ち入り
手順

STEP❶ 草原への立ち入り前に、アクティビティガイドから来訪者に口蹄疫の説明を丁寧に行う。
STEP❷ ・靴底や車両の消石灰消毒を実施する。

・歩いて入る場合、衣服や持ち込む機材にクエン酸（0.4％）の霧吹きを実施する。

口蹄疫対策
の８つの
基本ルール

ルール❶ 海外の肉製品を持ち込ませない。
ルール❷ 衣服や持ち込む機材のクエン酸（0.4％）洗浄、靴底や車両の消石灰消毒を徹底する。
ルール❸ 家畜への接触は厳禁。
ルール❹ えさやりはさせない。
ルール❺ �家畜との距離を常時10ｍ以上は確保する（場所によって二重柵の設置を検討する）。
ルール❻ 着衣については、他の家畜飼養農場に入場したものは使用させない。

ルール❼ �過去１週間以内に口蹄疫発生
国の渡航歴がある来訪者の立
ち入りは極力避ける。

ルール❽ �過去１週間以内に口蹄疫発生
国でない国の渡航歴がある来
訪者においても、入国当日に
草原に立ち入る場合は、入国
時と別の靴及び服装を着用さ
せる又は消毒を徹底させる。

※�過去１週間以内に海外か
ら入国または帰国した来
訪者の立ち入りは禁止。
※�当日に他の畜産施設な
どに立ち入った者の立ち
入りも禁止。
※�これらに該当しない来訪
者の立ち入りも極力避け
る。

※�海外渡航歴に基づく
制限はなし

ガイドラインにおける口蹄疫対策について

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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口蹄疫とは？
牛や豚などの偶蹄類動物がかかる伝染病

です。

口や蹄に水ぶくれができるのが特徴です。

発熱や多量のよだれを流し、食欲がなく

なったりします。

２ 草原への立ち入り手順と口蹄疫対策の８つの基本ルール
1草原への立ち入り手順

１度感染してしまうと？
他地域への蔓延防止のために、殺処分が必要

となります。

2010 年に宮崎県で口蹄疫が発生した際は、

約 29 万頭が殺処分され、県内経済への影響は

約 2,350 億円に及びました。

蔓延してしまうと多大な被害をもたらす口蹄疫は、様々な感染経路があるため、草原に立ち

入る全ての者が口蹄疫対策を徹底する必要があります。来訪者とのトラブルを未然に防ぐため

にも、アクティビティ予約時とアクティビティ当日の草原に立ち入る前に、丁寧な説明を行う

ことが大切です。その際、下記の点を説明出来るように心がけましょう。

口蹄疫の感染・蔓延しやすい特徴
● ウイルスが寄生する動物の種類が多い。
● 感染動物体内でウイルスが迅速に複製され、多量

に排泄される。
● 少ないウイルス量でも感染が成立する。
● ウイルスは容易に他の物体に付着するため、感染

経路が多岐に渡る（右図）。
● 長期間にわたりウイルスが残存する（３カ月以上

残存した事例あり）。
● 変異を起こしやすく、ワクチンの効果が限定的。

草原へ立ち入り前に、アクティビティガイドから来訪者に口蹄疫の説明を丁寧に行う。

STEP 1　来訪者への説明

宮崎県の口蹄疫発生時の影響
（出典：宮崎県 HP））

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について

口蹄疫発生牛の口内の水ぶくれ
（出典：農林水産省提供写真）

感染動物からの感染
犬、ネズミなどの
非感受性動物による感染

飼育器具、飼料、人、
車両などを介した感染

空気感染（数キロ先ま
で飛ばされることも）
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❶草原に立ち入る前に、人体や物品への消毒を徹底し、口蹄疫ウイルスを草原に持ち込ませない。

草原アクティビティを実施する際の大切なポイント

❷牛との十分な距離を確保し、牛への接触・近づきを避ける。

❸海外渡航歴に応じて、適切に草原アクティビティの提供可否を判断する。

● 靴底や車両の消石灰消毒を実施する。
● 歩いて入る場合、衣服や持ち込み機材にクエン酸（0.4％）の霧吹きを実施する。

STEP 2　草原入場前の消毒

口蹄疫ウイルスは pH 感受性であり、酸（pH6.0 以上）やアルカリ（pH9.0 以上）で速やか

に感染性を失うため、薬物消毒が有効です。千年の草原ガイドラインでは、農林水産省が定め

る「家畜伝染病予防法に基づく焼却、埋却及び消毒の方法に関する留意事項」に基づき、安全

性が高く、安価に入手可能である、消石灰消毒とクエン酸消毒の使用を定めています。

口蹄疫対策の８つの基本ルールでは、家畜との距離の確保などを定めていますが、口蹄疫ウ

イルスは数キロ先まで風に運ばれてしまうこともあるため、どれだけ距離を確保しても、空気

感染を完全に防ぐことは出来ません。そのため、事前に靴底や車両、衣服や機材などの消毒を

実施することが大切となります。

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について

消石灰・クエン酸
消毒の徹底

牛との距離を常に
10ｍ以上確保

海外の肉製品の
持ち込み禁止

牛との接触禁止

他牧場での着衣は
使用禁止

牛への餌やり禁止
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消石灰・クエン酸の有効性

　消石灰：�作用機序は高 pH（アルカリ性）による病原体のたんぱく質等の変性によると考え

られています。消毒の作用は水酸イオンによるため、水分がない状況では作用し

ませんが、国内の畜産現場では完全な乾燥状態はないと考えられるため、十分な

効果が期待されます。

クエン酸：作用機序は強い酸性によるたんぱく質等の変性作用と考えられています。

※�人体消毒によく使用されるアルコールは、酸性でもアルカリ性でもない中性であるため、口蹄疫ウ

イルスへの殺滅効果は期待出来ません。

消石灰の使用方法
消石灰はホームセンターやネット通販などで購入可能です。

消石灰による消毒方法は、❶土壌又は床面が白くなるように十分に散布して、そこを歩いた
り走行して靴底や車両の消毒を行う方法（写真 A）、❷踏込消毒槽に消石灰粉を入れて、そこ
で踏み込んで靴底を消毒する方法（写真Ｂ）の２種があります。

なお、いずれの消毒方法においても、消石灰は雨に濡れたり、長時間野外放置したりすると、

炭酸ガスを吸収して炭酸カルシウムとなり、アルカリ性でなくなるので、立ち入り前に撒き直

す必要があります。

また、周辺民家等に飛散しないよう、事前に牧野側と消石灰を散布する場所については相談

しましょう。

クエン酸の使用方法
クエン酸もホームセンターやネット通

販などで粉状のものが購入可能です。

クエン酸を衣服や物品に散布する際は、

水で希釈する必要があります。口蹄疫ウ

イルスに対しては、pH4.0 以下となる

ように、0.4w/v%（質量対容量百分率）

以上の濃度が必要です。

そのため、水 100ml に対して 0.4g

以上のクエン酸を希釈して、消毒対象に

霧吹き等で散布するようにしましょう。

写真A 写真B

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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2口蹄疫対策の８つの基本ルール

「1草原への立ち入り手順」の STEP２を参照してください。

衣服や持ち込む機材のクエン酸（０．４％）洗浄、靴底や車両の消石
灰消毒を徹底するルール２

口蹄疫ウイルスは、生、冷蔵、冷凍、加熱調理など、どのような調理・加工を行っても残存

してしまう可能性があるため、海外の肉製品を持ち込ませないことが大切です。日本では家畜

伝染病予防法に基づき海外の肉製品の持ち込みが禁止されています。

しかし、海外からの入国時に空港などで肉製品に対する検疫を実施しているにも関わらず、

100％持ち込みを防ぐことが難しいため、国内に持ち込まれてしまうケースがあり得ます。そ

のため草原アクティビティの開始前に、特に海外からの来訪者に対して、肉製品を所有してい

ないか確認を行いましょう。

海外の肉製品を持ち込ませないルール１

持ち込み禁止の対象となる、海外から持ち込まれた肉製品
● ジャーキー、ハム、ソーセージ、ベーコン、肉まんなど肉製品全般
● 骨、脂肪、血液、皮、毛、羽、角、蹄、腱（革のバッグ、羊毛のセーターなどの完成品は対象外）
● 生乳、乳製品
● 卵（卵殻を含む）

※�海外産の肉を使用し国内で製造された加工品（例えば、お弁当のハンバーグなど）の持ち込みは問題

ありません（製造・販売業者が輸入時に適切な処理・対応を行っているため）。

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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口蹄疫ウイルスは感染した動物から大量に排泄されて、その付近にいた人の衣服に容易に付

着してしまいます。そのため、他の家畜飼養農場に入場した際の衣服は特にリスクが高いため、

着用させないようにしましょう。

着衣については、他の家畜飼養農場に入場したものは使用させないルール６

口蹄疫ウイルスは人体や衣服に簡単に付着して感染を広げてしまうため、牛に触らせない・

近づけさせないことが何よりも大切です。

草原アクティビティを実施するエリアが非放牧地であっても、放牧地が隣接している場所も

多く、放牧されている牛が興味本位でアクティビティ参加者に近づいてしまうケースがありま

す。ガイドは、常に来訪者と周囲にいる牛の動向を注視して、来訪者と牛が近づいてしまうこ

と、接触してしまうことを未然に防ぎましょう。

口蹄疫ウイルスは数キロ先まで風に運ばれてしまうこともあるため、リスクをゼロにするこ

とは困難です。ただし、来訪者と牛の距離が近ければ近いほど、リスクは高まります。そのた

め、接触やえさやりは厳禁であり、また、一定の距離を確保するため、常時 10 ｍ以上の距離

を確保しましょう。柵があったとしても、柵超しで接触してしまう事態も想定されるため、場

合によっては牧野側と相談して、二重柵の設置も検討しましょう。

家畜への接触は厳禁ルール３ えさやりはさせないルール４

家畜との距離を常時 10 ｍ以上は確保する
（場所によって二重柵の設置を検討する）ルール 5

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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ルール❼・❽は、「放牧期間外の放牧地・採草地」で適用されるルールです。

衛生管理区域外となる放牧期間外の放牧地や採草地は、放牧期間内の放牧地ほど口蹄疫の感

染リスクは高くないですが、口蹄疫ウイルスは３か月以上残存するため、給餌用に採られた草

やその機械・道具を介して、口蹄疫ウイルスが牛に伝播してしまうリスクがあります。このため、

口蹄疫ウイルスを持ち込むリスクが相対的に高い、「口蹄疫発生国」から過去１週間以内に入国・

帰国した来訪者の立ち入りは、極力避けるようにしましょう。なお、「国籍」ではなく「渡航歴」

である点に注意しましょう。

「口蹄疫発生国」の定義は、WOAH（国際獣疫事務局）から口蹄疫の清浄国認定を受けていな

い国全てとなります。すなわち、「ワクチン非接種 FMD 清浄地域」と「ワクチン接種 FMD 清

浄地域」に認定されている国以外の全ての国が、「口蹄疫発生国」となります。2023 年８月

21 日時点の WOAH の認定状況は 5P に掲載していますが、常に最新の状況を農林水産省の

HP から確認するようにしましょう。

・口蹄疫に関する情報：農林水産省 (maff.go.jp)

口蹄疫発生国でない清浄国からの入国・帰国であっても、その当日に着用した靴及び衣服に

は口蹄疫ウイルスの残存リスクが相対的に高いため、靴・衣服の交換もしくは消毒の徹底を行

いましょう。

過去１週間以内に口蹄疫発生国でない国の渡航歴がある来訪者に
おいても、入国当日に草原に立ち入る場合は、入国時と別の靴及び
服装を着用させる又は消毒を徹底させる

ルール８

過去１週間以内に口蹄疫発生国の渡航歴がある来訪者の立ち入りは
極力避けるルール７

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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過去１週間以内に海外から入国または帰国した来訪者の
立ち入りが禁止されています

放牧地が最も感染リスクが高く、最大級の警戒・対策が必要です。また、家畜伝染予防法の

飼養衛生管理基準においても、放牧地は病原体の侵入及びまん延の防止を重点的に行う「衛生

管理区域」とされています。

衛生管理区域となる放牧期間中の放牧地では、病原体の侵入防止対策として、口蹄疫の清浄

国／非清浄国を問わず、１週間以内に海外の全ての国から入国または帰国した来訪者の立ち入

りが禁止されています。

違反すると、その畜産農家は飼養衛生管理基準を不遵守と判定されてしまい、最悪の場合、

罰金が科せられる可能性があります。

当日に他の畜産施設などに立ち入った者の立ち入りも禁止されています。
これらに該当しない来訪者についても、立ち入りは極力避けましょう

国内からの来訪者であっても、牛が至近距離にいる放牧地に立ち入ることは口蹄疫の感染リ

スクが生じます。特に、当日に他の畜産施設などに立ち入った者の立ち入りは、飼養衛生管理

基準において禁止されています。また、感染リスク低減の観点から、家畜への接触はなるべく

最小限とすることが望ましいことから、放牧期間中の草原アクティビティの実施は極力避ける

ようにしましょう。

ルール❼・❽の【放牧期間内の放牧地】【放牧期間内の放牧地】での取り扱い

ルール❼・❽の【放牧も採草も行わない草原】【放牧も採草も行わない草原】での取り扱い

海外渡航歴に基づく立ち入り制限のルールはありません
放牧も採草もしていない草原（茅野）は、牛への接触が直接的にも間接的にも少なく感染リ

スクが低いため、海外渡航歴に基づく立ち入り制限の規定はありません。ただし、近距離に牛

が放牧されているケースも多いため、最低限、「草原への立ち入り手順」とルール①～⑥は遵

守する必要があります。

２ �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」
＿「口蹄疫対策の徹底」について
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3 �「アクティビティガイドのルール、遵守事項」 
＿立ち入り規制の法的根拠について

多くの牧野では、外部の人間が無断で立ち入ることは出来ません。
立ち入る場合は、事前に入会権を有する牧野側の承認が必要
となります。

阿蘇の草原は、多くの場合、牧野組合やそれに類する団体によって維持管理されています。

阿蘇の場合、牧野の所有形態としては、

❶組合員同士が共有　❷市町村が所有　❸ ❶～❷の組み合わせ
の３パターンが存在します（稀に個人の私有地である場合もあります）。

いずれの所有形態においても、草原の維持管理を行う牧野側に、民法に定められている入会

権が規定されています。
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4  �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇くじゅう国立公園のストーリー
環境省では、阿蘇地域を分かりやすく説明するために、下記ストーリーを設定しています。

このストーリーに沿って、阿蘇草原の来訪者に阿蘇地域や草原の魅力を解説出来ることが理想

的です。

そのため、本ガイドライン解説資料では、インタープリテーションにおいて留意するポイン

トとして、このストーリーを【環境】【文化】【経済】の３要素に分解したうえで、各トピック

について詳細に説明を記載しました。

STORYSTORY（概要）（概要）

九州の真ん中に巨大な窪地がある。東西 18㎞、南北 25㎞。世界最大級の阿蘇カルデラだ。

巨大噴火が生み出したこの地形だが、現在の景観に荒々しさはない。むしろ牧歌的な風景

を生み出している。

人々は古くからこのカルデラに寄り添って生きてきた。栄養の少ない火山灰土壌によりで

きあがった草原地帯を放牧に利用したのだ。また、湧水がいたるところにある。これは全

国トップクラスの雨水を貯蔵する森林や草原が長年維持されてきたことと、火山噴出物の

一部が地下水を貯める役目を果たしているため。火山地層によってじっくりと濾過された

ミネラル豊富なこれらの水は、飲料としてはもちろん、農業用水などとして、使われてきた。

阿蘇カルデラの内外では、そうした火山からの恵みを享受してきた人々が、代々豊かに

暮らしてきた。自然を脅威として捉えるだけではなく、恵みを与えてくれる存在として、

上手く付き合っていく。こうした日本の自然観を感じ取れる場所なのだ。

約 27 万年前、九州中央部で火砕流を伴う巨大な噴火が起こった。世界最大級の阿蘇カ

ルデラの誕生の瞬間だ。その後、数万年の間隔をおいて噴火は続いた。火砕流は九州全土

を覆い、海さえ越え、吹き上げた火山灰はほぼ日本列島を覆い尽くしたという。

そんなダイナミックな誕生とは裏腹に、いまの阿蘇カルデラ内には、約 4.5 万人の人々

が住んでいる。カルデラ内に安定した集落を形成しているのは、世界でもここだけだ。

阿蘇カルデラ南部や北部の平野部には、多くの水田や農耕地がある。これを支えてきた

のが火山由来の水だ。伏流水が湧き出る「南阿蘇湧水群」や「阿蘇神社門前町水基」があ

り、古くから生活用水として利用されてきた。阿蘇の湧き水は、カルデラ一帯に降った雨が、

火山地層によってゆっくりと濾過されるため、ミネラル分豊富な天然水となる。地中を通

過して湧き出るまでは、平均 20 ～ 35 年かかる。

近くに大きな河川がないのに、これだけ農業が発達したのは、この湧水を利用した灌漑

と、草原の野草を堆肥として土にすき込んだり、牛馬の有機物を土に落としたり、長い時

間をかけて人が土壌改良を重ねていったからだ。

人々の工夫と努力によって、火山は災厄ではなく、恵みへと変わったのだ。

世界最大級のカルデラがもたらす恵み世界最大級のカルデラがもたらす恵み
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阿蘇カルデラ周辺で、もっとも目を引くのが、広大な草原が広がる牧歌的な風景だ。

じつはこの美しい草原が現在あるのは、自然発生的なものではなく、人間の手によるもの。

古くからこの地方の人々が、牛馬の放牧はもちろん、堆肥の確保、茅葺き屋根の材料確保など、

その草原を最大限に利用してきた証なのだ。そのおかげで草原に特有の昆虫や植物などが育ま

れ、貴重で豊かな生態系が成り立っている。

しかし、人の手を入れず放置すれば、あっという間に森林が広がり、草原は失われてしまう。

そうした背景の中で生まれたのが、2 月から 3 月にかけて阿蘇で一斉に行われる野焼きだ。

一気に炎が広がるダイナミックな光景を目にしようと、毎年多くの観光客が訪れる。

この野焼きによって、草原を維持し続け、森林が広がるのを防ぐことができるのだ。この地

では人の営みも自然の一部。野焼きをしてでも守り続けてきた景観であり、生態系なのだ。

保護ではなく保全。人と自然が上手に寄り添ってきた歴史が、この美しい草原風景を保ち、

あか牛などの豊かな産物を育て上げた。阿蘇の人々と草原との付き合いは、千年以上にも及ぶ。

日本一の草原を守り続けた千年の営み日本一の草原を守り続けた千年の営み

阿蘇くじゅう国立公園のストーリー（出典：環境省 HP）

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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【環境】

九州の火山の概要
阿蘇火山が位置する九州中部は、

数 100 万年前から火山活動が非常

に活発な地域でした。

九州の火山には、火山の形態や

岩質の類似性等から、山陰地方か

ら九重山を経て雲仙岳へ連なる火

山帯と、阿蘇火山から霧島山・桜

島を経て南西諸島へ連なる火山帯

の２つの火山帯があります。そし

て阿蘇火山（阿蘇カルデラ）はその

二つの火山帯の交点に位置してい

ます。

山陰地方から雲仙岳へ連なるグ

ループの火山は、粘り気の強いマ

グマや溶岩ドームを形成する特徴

があり、阿蘇火山から南西諸島へ

連なるグループの火山のマグマは

溶岩ドームを作らず、カルデラを

作ることが多いといった特徴を

持っています。交点にあたる阿蘇

火山には後述するように様々な火

山型を有していることから、この

２つの火山帯の特性を併せ持って

いるとされていますが、この交点

の意味について学術的に解明して

いない部分もあり、研究・調査が

進んでいます。

巨大火砕流噴火と阿蘇カルデラ形成、
阿蘇火山中央火口丘群の誕生の歴史

九州における第四紀火山の分布
（勝井、1979 の図をトレースして作図））

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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約 27万年前～ 9万年前に４回の大規模な火山噴火
阿蘇火山（阿蘇カルデラ）では 27 万年前から 9 万年までの間に 4 回の大規模な火山噴火が

ありました。

これらの火山噴火では火口上に噴出した噴煙柱が重力的に崩れて生じ、軽石・火山灰・岩片

が火山ガスとともに高速で流れて広がるとされ、高さ数 10km の噴煙柱が崩壊すると火砕流

は火口の周辺数 10km 以上を走るとされています。

上図のとおり、約 9 万年前に発生した阿蘇 4 噴火※の規模が最も大きく、その火砕流が広範

囲に広がり、当時、九州の中部～北部にかけて一帯はほぼ火砕流本体に覆いつくされたと考え

られています。

こういった噴火において火山灰は噴煙柱や火砕流本体から分離して拡散され、風に運ばれて

広域に降下堆積します。実際、阿蘇 4 噴火に伴う火山灰が北海道東部で厚さ 15cm の堆積物

として確認されており、阿蘇 4 噴火の規模の大きさがうかがえます。

※阿蘇4噴火……阿蘇山における 4回の巨大噴火について、Aso-1（約 27 万年前）、Aso-2（約 14 万年前）、
Aso-3（約 12 万年前）、Aso-4（約 9 万年前）と呼ぶ。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

火砕流のイメージ
（渡辺、2001 の図をトレース
して作図）

左図：阿蘇１～３噴火の火砕流の分布図　　右図：阿蘇４噴火の火砕流の分布図
（国立研究開発法人 産業技術総合研究所公開データから作図）
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陥没による阿蘇カルデラの形成
マグマの噴出量が 10㎦以上を超えるとカルデラを形成するとされています。

９万年前の阿蘇 4 噴火では、火砕流の堆積ボリュームはおよそ 270㎦と言われており、そ

れほどの火砕流を噴出したことによって地下が空洞になって陥没して巨大な阿蘇カルデラが形

成されました。カルデラの語源は、スペイン語で「鍋（caledra）」に由来し、火山の活動によっ

てできた大きな凹地のことを指します。通常、単純な噴火による火道に直接連なっている直径

2km 未満の凹地を火口と呼び、2km を超えるとカルデラと呼ばれます。

現在の阿蘇カルデラは南北約 25km、東西 18km の楕円形をしており、世界有数の巨大カ

ルデラです。当時、陥没によってカルデラが生じることでカルデラ内には雨水がたまり、湖が

形成されました。立野火口瀬の形成と溶岩によるせき止めによって湖は消失と出現を繰り返し、

阿蘇カルデラの代表的な湖は古阿蘇湖、久木野湖、阿蘇谷湖の 3 つと考えられています。（詳

細 27 ページ参照）

中央火口丘群の形成
現在、阿蘇の中央火口丘群は、高岳、根子岳、中岳、杵島岳、鳥帽岳をはじめとする多くの

山体で構成されています。この中央火口丘群は、約９万年前の阿蘇 4 噴火後による阿蘇カル

デラの形成直後から活動を開始したとされています。

時間軸を紐解くと、まず約４万年前に烏帽子岳が噴火し始め、約３万年前には烏帽子岳の北

側で草千里ヶ浜火山が噴火しました。高岳や中岳はその後、約２万年前に噴火活動を始めたと

みられています。杵島岳や往生岳、米塚は 4,000 ～ 3,000 年前に噴火した新しい火山です。

現在この中央火口丘群は、17 座以上の火山体が確認されており、成層火山（高岳、根子岳、

鳥帽子岳）、スコリア丘※（米塚）、タフリング※（池の窪）、溶岩ドーム（高野尾羽根火山）、泥火山・

噴気地（吉岡、湯の谷、地獄）などきわめて多様な火山型が含まれています。

カルデラ内で唯一活動を続ける中岳は、玄武岩質安山岩～玄武岩からなる火山であり、中岳

の最新期火砕丘には、ほぼ南北に並ぶ大小 7 個の火口が存在しています。

最近約 80 年間の活動は一番北側の第 1 火口で起こっているのですが、昭和 7 ～８年の活

動期頃までには南側の第 4火口も活動していました。近年では静穏期における第 1火口内には、

湯だまりと呼ばれる強酸性の火口湖が認められます。活動期には湯だまりが消失し、火口底に

形成された火孔から、黒色砂状の火山灰を周辺地域に降下させる灰噴火が最も特徴的な噴火ス

タイルとなっています。

さらに活発的な時期には、マグマのしぶきを間欠的に放出するストロンボリ式噴火を起こし

ます。

また活動期の火口内が湖水や水で飽和した土砂で閉塞された場合など、マグマと地下水が接

触した際には水蒸気爆発あるいはマグマ水蒸気爆発が起こることがあります。

※スコリア丘……スコリア（火山の噴火で放出された火山砕屑物のうち、多孔質の内部構造をもつ黒色、暗褐色
のもの。岩滓。）が火口周辺に堆積して生じた円錐形の小丘。米塚は約 3千年前に形成された典型的なス
コリア丘。

※タフリング……爆発的な噴火などによって生じた、高さが低い割には火口径の大きい火砕丘の一種。池の
窪のタフリングは、少なくとも１万年前よりも古いと考えられている。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

説明のポイント 阿蘇カルデラの形成過程を４コマで模式的に示したイ

ラストです。

❶阿蘇火山では 27 万年前から 9 万年前
までの間に 4 回の大規模な火山噴火が

ありました。

❷阿蘇 4 噴火後、大量の火砕流堆積物
が噴出されたことで地下の空洞化が発

生し、地盤の陥没が起こり、阿蘇カル

デラが形成されました。

❸カルデラが生じることでカルデラ内に
は雨水がたまり、湖が形成されました。

また阿蘇の中央火口丘群は、阿蘇 4 噴

火による阿蘇カルデラの形成直後から

活動を開始したとされています。

❶❶ ❷❷

❸❸ ❹❹

❹そして火山活動が安定し、阿蘇カルデ
ラに人々が定住し、農業や林業が営ま

れ、牛馬の放牧や飼料用の草を得られ

る場、緑肥や堆肥の生産の場として草

原が利用されるようになりました。
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阿蘇 4火砕流の噴火後、植生の一次遷移の始まり
阿蘇カルデラは約９万年前の破局的な阿蘇 4 噴火によってそれまでの植生が焼き尽くされた

ため、それ以降に植生の一次遷移が始まったと考えられます。

大規模な火砕流噴火後の植生
植物珪酸体分析※によって、破局的噴火から1,000 年以内にはミヤコザサやシバなどのイネ科か

らなる粗密な植生が成立し、その後もイネ科を主体とする草原植生が続いたと考えられています。

約 30,000 年前～ 13,500 年前の時期もミヤコザサやチマキザサなどのイネ科が優占する

草原性の植生であったことが考察されていますが、この時期は最終氷期のため植生遷移があま

り進まず植被密度がやや低い環境下であったことが推察されています。

約 13,500 年前以降、完新世（約１万年前）初頭にはササ属が優勢で、そこにススキなどの

イネ科植物や樹木が混在する植生が成立していきました。その後、約 7,300 年前のアカホヤ

火山灰※降下以降からササ属が減少しはじめ、代わってネザサなどを含むメダケ属が優勢な植

生に移行する傾向が

認められました。

完新世において阿

蘇カルデラの西方域

と東方域との植生の

構 成 種 に 明 瞭 な 違

いが認められており、

カルデラ西方域では

ササ属やメダケ属な

どのタケ亜科を主体

とした草原、東方域

ではススキ属を主体

とした草原が続いた

と推定されています。

※植物珪酸体分析……植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸（SiO2）が蓄積したもので、
植物が枯れた後も微化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残る。この徴化石を遺跡
土壌などから検出して、対象遺跡・遺物の年代などを推定する分析方法。

※アカホヤ火山灰……約 7,300 年前、鹿児島市の南方およそ 100kmの島で大規模な噴火が発生し、鬼界カ
ルデラが形成。この時に地表に堆積した火山灰をアカホヤ火山灰という。

阿蘇カルデラ周辺に広がる草原が成立し、人間活動により
維持されてきた経緯

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇・くじゅう地域の過去 22000年の植生と火事の歴史
（出典：佐々木章・佐々木尚子 2011）
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草原が長期間継続した背景
約 13,500 年間にわたって草原が維持された事例は全国的に稀とされています。完新世以

降、日本全体が温暖化したため、ススキ草原が自然状態で長期間維持されることは難しく、植

生遷移が進んでしまうからです。阿蘇草原が維持された要因として、微粒炭分析※などの調査

結果から、１万年前後以降から継続的に火事が起こり、微粒炭が多量になったこと（特に約

7,300 年前のアカホヤ火山灰降灰以降）が確認されており、火事が影響した可能性が示唆され

ています。

そして、その継続的に発生した火事は、人間による火入れである可能性が考えられています。

なお、阿蘇地域に限らず日本各地のまとまった草原域には黒ぼく土が広がっています。この

黒ぼく土は、かつては単に火山灰土の一種と考えられていましたが、そこに含まれるイネ科植

物由来の植物珪酸体や微粒炭から、そのほとんどが草原的な環境で生成され、また草原が火で

焼かれた証拠であることが示されています。

一方、草原以外の植生から黒ぼく土が生成される可能性は極めて低く、例外的であるとされ

ています。また、長野県菅平高原で行われた研究によると、

草原が管理放棄されてアカマツ林が侵入してしまうと、黒

ぼく土の黒色が薄まり、炭素蓄積量が減少してしまうこと

が明らかとなっています。

以上のとおり、1 万年前後以降の火入れを伴う人為的な

草原管理によって、黒ぼく土が形成・維持されてきたので

す。1 万年前後の人間活動は歴史区分からみて縄文文化に

あたりますが、黒ぼく土の形成要因となっていることか

ら、縄文文化を「黒ぼく土文化」と形容する研究者もいま

す。諸説ありますが、古代ギリシャ文明が森林を破壊して

土壌を荒廃させて衰退していったのに対して、縄文人は森

林・草原の混交帯を創り出し、恵まれた自然と共存した文

化であったとされています。

文献上の阿蘇草原に関する記述
約 1100 年前の平安時代に作成された「延喜式※」では、阿蘇地域に「二重馬牧・波良馬牧」

があると記載されており、少なくともこの時期から阿蘇地域に馬を生産する牧＝草原があった

ことが示唆され、これが「千年の草原」と呼ばれる所以です。

この牧は、阿蘇市二重峠付近の外輪山一帯と小国町、南小国町付近にあったと推測されてい

ますが、正確な場所は分かっていません。「延喜式」では、古代の駅馬や伝馬、大宰府の兵馬

を供給した九州最大の官営の馬牧「二重牧」があったことが紹介されており、その名が中央政

権まで知られていたことから、阿蘇草原はこの頃から馬の名産地であったことが示唆されてい

ます。

※微粒炭分析……植物が燃えた際に発生する微細な炭を解析する分析方法。

※延喜式……平安中期の律令の施行規則を集大成した五十巻に及ぶ古代法典。905 年醍醐天皇の命により編
纂を始め、927 年に完成、967 年に施行。のちの律令政治の基本法となった。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

黒ぼく土
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人が定住し始めた旧石器時代の約３万年前以降の阿蘇

カルデラの様子を模式的に示したイラストです。

阿蘇カルデラで展開された垂直的土地利用
定住と水田耕作が始まってからは、阿蘇カルデラ上に垂直的土地利用が展開され、伝統的か

つ持続的な土地利用を残す文化的景観として現在評価されています。（詳細は 54 ページ参照）

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

説明のポイント

● 阿蘇４火砕流から約 30,000 年前～ 13,500 年前の時期は最終氷期最寒冷期にあたり、ミ

ヤコザサやチマキザサが優占する草原性の植生被度が低い植生であったと考察されていま

す。
● 約21,000年前から8,500年前まで阿蘇谷湖が存在していたことが推定されています。（絵

では模式的にカルデラ床全体が湖であったかのように描いています）
● 人々は、約 30,000 年前の旧石器時代から外輪山一体で暮らし始めたと考えられています。
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阿蘇カルデラ内に誕生した湖の形成過程
阿蘇 4 噴火後に陥没が生じて阿蘇カルデラが形成され、雨水が溜まって阿蘇カルデラ内に湖

ができました。阿蘇カルデラ内には時期と場所を異にして少なくとも三度は湖沼が生じたと考

えられています。

古い順にカルデラ生成直後に比較的短期間存在していた「古阿蘇湖」。一度開いた古火口瀬

を中央火口丘群の溶岩がせき止めたために生じた南郷谷側の「久木野湖」、そして阿蘇谷側に

比較的新しい時代まで残っていたとされる「阿蘇谷湖」が阿蘇の代表的な湖です。

阿蘇谷湖における、湖から河川・沼への変遷過程と周辺植生の変化
古阿蘇湖や久木野湖についてはきわめ

て限定的な研究しかありませんが、最も

新しい阿蘇谷湖については、一連の調査

研究がなされてきました。

阿蘇谷湖は、ボーリング調査※により、

約 21,000 年前から約 8,500 年前ま

で存在していたことが推定されています。

また、西の方は泥質部が卓越し、東では

砂質部が卓越したことから、西部に湖が

生じていた時でも、東部では扇状地が形

成されて湖にはなっていなかったことが

示唆されています。なお、約 21,000

年以前は河川や沼のような水域で砂礫層

が形成されていたと考えられています。

また花粉分析結果※により、最終氷期

から現在の間氷期へ向かう気候の温暖化

に阿蘇地域が対応した植生変遷を読み解

くことができます。はじめは針葉樹を主

として冷温帯落葉広葉樹を交えた植生で

したが、その後はあまり針葉樹を交えな

い落葉広葉樹植生にかわり、やがて暖温

帯常緑広葉樹主体の植生へ変化したとさ

れています。

※ボーリング調査……地面に円筒形状の孔をあけて土を採取し、土質や強度を解析する分析方法。

※花粉分析……化石花粉や胞子を分離して解析する分析方法。

阿蘇谷が湖だった過去から現代までの変遷、豊かな湧き水
や温泉が生まれる背景

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇カルデラ北部の自然環境の変遷
（出典：長谷 2016）



ー 28ー

約 8500 年前以降は、阿蘇谷湖は消滅し、河川による堆積が行われ、人々がカルデラ床に

定住できる環境が形成されていきました。

現在、カルデラ内には約 4.5 万人が居住しており、ここまで多くの人々が定住しているカ

ルデラ地域は世界的にも稀です。

阿蘇の地下水と湧き水
阿蘇地域が豊富な地下水に恵まれており、阿蘇山とその周辺地域では多くの湧き水が存在し

ています。

地下水が豊富な理由❶　大きな地下水盆の存在
阿蘇地域の場合、先阿蘇火山岩類で囲まれたカルデラの中に阿蘇谷と南郷谷があり、低平な

盆地となっています。このカルデラの中は基盤岩も深く、浸透性・貯留性の高い地層が分布し

ていることから、大きな地下水盆（大きな地下水の入れ物）となっています。

地下水が豊富な理由❷　豊富な降水量
阿蘇地域の降水量は、阿蘇谷などのカルデラ内の平地で年間 2,800mm を超え、阿蘇山頂

では年間平均約 3,200mm を超える降水量があり、全国的にも有数な多雨地域といえます。

地下水の動態
阿蘇カルデラ内の地下水は、水質特性等によって、外輪山型、阿蘇山型、赤水型などに区別

されています。

まず外輪型の特徴は、広い外輪山上の原野一帯に降った雨を起源とする地下水であり、カル

デラ内では最も水質が良く、多くの自治体や地区で水道水源として利用されています。

次に阿蘇山型の特徴は、中央火口丘群への降水が起源の地下水です。カルデラ内では最も広

範囲に分布し、水質は溶存成分量、鉄分、フッ素含有量などが少なく良質です。

赤水型の特徴は、火山活動の影響を強く受けた中央火口丘群への降水が起源の地下水です。

鉄分が非常に多く、マンガン、フッ素の含有量も高い水質とされています。

湧き水の形態
湧き水が存在するために必要な条件は 2 つあり、１つ目は透水性の良い未固結の砂礫層や溶

岩等の亀裂部の存在、２つ目は水を通しにくい難透水層としての粘土層や古い基盤岩等の存在

です。阿蘇周辺の湧き水の機構について水文地質学的特徴から、右ページの図「湧水機構の模

式図」の A1 ～ H の 14 タイプにわけられます。

水が地下に浸透して再び地上に湧き出るまでの時間は、地下水動態や湧き水の形態の種類に

よって異なることが想定されますが、ある調査研究では、平均して 20 ～ 35 年かかるという

報告がなされています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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地下水・湧き水の活用
阿蘇の人々は、古くから豊富な地下水・湧き水を、生活用水や農業用水、そして畜産用水と

して利用してきました。多くの場合、湧き水は地元集落の自治組織で管理されており、水神様

がいるものとして、湧き水を見守るような位置に神社が鎮座しています。信仰と水利用が密接

に関わっていました。

国内では一般的に、水道が引かれると湧き水を利用しなくなるケースが多いですが、阿蘇地

域では湧水を利用し続けたケースが多いとされ、湧き水が「緊急時のバックアップ水源」とし

て機能しています。実際、熊本地震発生直後には、湧き水が飲料水や炊き出し、トイレやお風

呂の生活用水として大いに役立ちました。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

湧水機構の模式図
（出典：島野 1992 の図をトレースして作図）

湧き水タイプと主な湧水地の例
（出典：一の宮町 2000）
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阿蘇の温泉
阿蘇地域には、阿蘇谷や南郷谷などのカルデラ盆の内側と阿蘇北外輪山麓から九重山麓を中

心に各地 31 カ所以上の温泉地があり、それらは名湯として全国的にも知られているものも多

く存在しています。

豊富な水源と熱源
阿蘇地域の温泉が成立している背景には、阿蘇の豊富な水源と熱源にあります。

年間平均 3,200mm 以上の降水量が、地表を広く、厚く覆う比較的透水性の高い火砕流堆

積物等の中を浸透して地下に蓄えられる地下水は、豊富な水源となっています。また阿蘇火山

や九重火山の火山活動のマグマと、この一帯の基盤岩を構成し地下深所に分布している花崗岩

類がボイラーの役割を果たす熱源となっています。この豊かな水源と熱源の存在という 2 つ

の条件があいまって、阿蘇の各地で温泉の恵みをもたらしています。

なお、阿蘇火山（中岳）のマグマの熱で地下水が暖められた、活動的な火山によくみられる

ような酸性の温泉は、湯ノ谷温泉、地獄温泉、垂玉温泉の３か所だけです。

温泉の種類
阿蘇地域の温泉地の主な泉質は３つの地域毎に特性がわけられます。

● 阿蘇谷側：主に硫酸塩泉・炭酸水素塩泉が多く分布しています。
● 南郷谷側：�主に炭酸水素塩泉・硫酸塩泉が多いですが、地獄谷温泉は単純酸性硫黄泉

という特徴があります。
● 阿蘇北外輪山側：主に塩化物泉・硫酸塩泉・炭酸水素塩泉などの高温型が多く分布しています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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野焼きによる炭素固定のメカニズム
阿蘇草原の維持に欠かせない「野焼き」について、炭素の動態としては P32 のイラストに

示すとおりです。炭素の放出としては、「野焼きによる CO2・メタンの放出」や「土壌中の有

機物の分解による CO2 放出」などの流れがありますが、その放出量以上に、「野焼きによって

炭化した草原植物の土壌蓄積」や「草原植物の枯死した茎葉や根の土壌蓄積」等による炭素の

蓄積量の方が大きいことが、近年の研究で明らかになっています。

したがって、「野焼きによって CO2 やメタンなどの温室効果ガスが排出されて地球温暖化が

促進されるのではないか」という疑念が時々もたれますが、地球温暖化を促進することはなく、

むしろ、燃やして空気中に放出された温室効果ガス以上の炭素を上記の流れで土壌に蓄積して

いることになります。

その結果、阿蘇の野焼きをする野草地における土壌炭素蓄積量は、6.9 tCO2/ha/ 年となっ

ています。これは、阿蘇郡市の全世帯が１年間に排出する CO2 の 1.7 倍に相当します。

また森林との炭素蓄積量の比較では、隣接するスギ植林地に比べて野草地の土壌炭素蓄積量

の方が 1.8 倍高かった研究結果があります。

ただし、この値にはスギの木質部分に蓄積されている炭素はカウントされておらず、当然ス

ギの方がススキよりも多くの炭素を幹や枝、根に貯めています。しかしながら、スギは成長す

ると炭素蓄積量も頭打ちとなり、伐採されると炭素蓄積量はゼロになってしまいます。他方、

野草地の場合、毎年野焼き等によって炭素が土壌に蓄積され続けるので、長いスパンでみたと

きに、野焼きの継続による野草地の管理は非常に優れた炭素固定機能を有しているといえます。

草原の維持に欠かせない「野焼き」の炭素固定効果

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

（出典：北海道大学大学院農学研究院当真要教授提供スライド）
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4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

野焼きによる炭素固定機能を模式的に示したイラスト

です。説明のポイント

「野焼きによる CO2、メタンの放出」、「土壌からの CO2 放出」などよりも、「野草の生育に

よる CO2 吸収」、「枯死植物による炭素蓄積」「野焼きによる炭化物の蓄積」などの方が大きい

ため、野焼きによる野草地の管理は優れた炭素固定機能を有しています。
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生物多様性の観点からみた阿蘇草原の意義
日本では 20 世紀初頭まで、農業を営み牛馬を飼養するために、国土の 10％を超える広大な

半自然草原が国土全体で広がっていました。しかし戦後の農業の近代化や衰退とともに草原面

積は大幅に減少してしまい、現在は国土の１％未満とされています。過去の日本には草原を有

効に利用してきた長い歴史があり、その過程で草原の中にも放牧地や採草地など多様な環境が

育まれ、その結果、多くの植物種や昆虫種が草原に住み着きました。しかし、草原の減少とと

もに草原を生息地としてきた多くの種が絶滅危惧種に指定され、その存続が危ぶまれています。

そして、生物多様性の観点で非常に重要かつ希少な土地利用である半自然草原のなかでも、

阿蘇草原の意義は際立ちます。阿蘇草原は全国でも突出した半自然草原面積を有していること

と、後述するとおり阿蘇の地理的な要因も相まって、多くの生物種が生息できる環境にあるこ

とから、まさに「草原の生物多様性の最後の防波堤」と言っても過言ではありません。

阿蘇草原に生育する植物
阿蘇に分布する植物は約 1,600 種といわれ、熊本県内に分布する種の約 7 割、日本に分布

する種の約2割にあたります。そのうち草原に生育するのは約600種といわれ、その中には「北

方系植物」や「大陸系遺存植物」、「襲速紀要素の植物」と呼ばれている植物があります。北方

系植物や大陸系遺存植物は、阿蘇の冷涼な気候と草原という条件の環境に適応しているものが

多く、このような由来をもつ植物種が混在していることから、阿蘇草原の植物の豊かな多様性

がうかがえます。

北方系植物（主に北日本に分布し、阿蘇のあたりが南限となっている植物）
サクラソウ、イブキトラノオ、スズラン、リユウキンカ、クサレダマなど

サクラソウ

リユウキンカ クサレダマ

イブキトラノオ スズラン

草原の動植物の生態系や希少性、それらが守られている背景

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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●国内で阿蘇くじゅうだけに分布
ツクシフウロ、ヒゴシオン、ヤシツロソウ、ツクシクガイソウ、タカネコウリンギク など

●国内の限られた地域に分布
ヒゴタイ、オグラセンノウ、エヒメアヤメ、ヒメユリ、ミチノクフクジュソウ、アソノコギリソウなど

大陸系遺存植物（中国大陸や朝鮮半島と陸続きであった氷河期に分布した植物）

●国内で阿蘇だけに分布
ヒロハトラノオ、ツクシマツモト、ケルイソウ、チョウセンカメバソウ、タマボウキ、ハナ

シノブなど

ツクシマツモト
（マツモトセンノウ）

ヒロハトラノオ

ヒゴシオン

ヒゴタイ

ハナシノブ

ヤツシロソウツクシフウロ

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

ミチノクフクジュソウオグラセンノウ
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ハガクレツリフネ

ツクシシャクナゲ

ホソバノヤマハハコ
（写真提供：大阪市立自然史博物
館 外来研究員 太田陽子氏）

アサガラ
（写真提供：島根県立三瓶自然館
井上雅仁）

ナツツバキ

襲速紀要素の植物（昔、九州が四国や紀伊半島と陸続きだった頃に分布したと考えられる植物物）
ナツツバキ、アサガラ、ヤハズアジサイ、テバコモミジガサ、シコクスミレ、ハガクレツリ

フネ、ホソバノヤマハハコ、ツクシシャクナゲなど

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇草原（点在する湿地含む）における主な絶滅危惧種
（環境省自然環境局野生生物課希少種保全推進室 2015）（出典：横川・高橋 2017）
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阿蘇草原に生息する動物
現在、阿蘇草原には多種多様な動物が生息しています。例えば、熊本県内では約 300 種の

鳥類が確認されていますが、その半数近くが阿蘇草原で確認されています。

また阿蘇地域はチョウの楽園と呼ばれ、県内に分布する 117 種のうち 109 種のチョウが

生息しており、特にオオルリシジミやゴマシジミなどの草原性チョウは阿蘇草原にしか生息し

ていません。また阿蘇草原には牛馬の糞を食べる甲虫類（糞虫）も多く見られ、特にセンチコ

ガネやオオセンチコガネ、ダイコクコガネなどが確認されています。

哺乳類
キツネ、ノウサギ、シカ、タヌキ、イタチ、アナグマ、テン、イノシシ　など

鳥類
セッカ、ヒバリ、コジュリン、コヨシキリ　など

爬虫類・両生類
クサガメ、ヤモリ、シマヘビ、オオイタサンショウウオ、ヒキガエル　など

昆虫類
オオルリシジミ、ゴマシジミ、ヒメシロチョウ、センチコガネ、オオセンチコガネ　など

阿蘇草原の生物多様性のメカニズム
以上のように、阿蘇草原には多種多様な生物が分布していることがわかります。

阿蘇草原のように人々が農耕や牧畜を営むために手を入れることによって維持されてきた草

原を「半自然草原」（野草地）といい、自然状態で維持される「自然草原」、人工的に造成された「人

工草地」とは大きく区別されます。

さらに半自然草原は、畜産業による利用と維持管理形態や地形の違いから、大きく放牧地、

採草地、茅野の３つの異なる草原タイプに分かれます。

阿蘇草原は、放牧、採草、野焼きなど、人が生活や畜産業のために手を入れることによって

維持されてきました。野焼きをすると地中の植物や動物が死んでしまうイメージを持たれるこ

ともありますが、実際には野焼き時の地中の温度はそこまで高くならないため、植物や動物に

大きな影響はありません。その結果、多様な動植物が分布する豊かな草原環境（生物多様性）

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

オオルリシジミ センチコガネヒメシロチョウ
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が守られてきました。P40 のイラストでは、その典型例として、あか牛の放牧とオオルリシ

ジミの生息の関係性について説明しています。

　　　　放牧地………�放牧された牛馬が草を食べ、足で踏み続けることで、シバなどの草丈が
低い草原が保たれます。牛はワラビやオキナグサ、クララなど嫌いな草

を食べ残すため、独特の生態系を形成しています。

　　　　採草地………�夏や秋に草を刈り取るため、地表面まで光が届き、より多くの種類の植
物が育つことができます。ススキ、ハナシノブ、ヒゴタイ、ヤツシロソ

ウなど草丈の高い植物やサクラソウ、キスミレなどが生育する草原です。

　　　　　茅野………�放牧や牧草に利用せず、野焼きだけを行っているような場所で、ススキが密
生する比較的単純な草原です。かつては茅葺き屋根の材料となるススキを冬

場に刈り取っていましたが、近年ではこうした利用は激減しています。

湿地性植物群落………�草原の中の窪地にできた小さな湿地にはモウセンゴケ、サギソウ、サク
ラソウなど特有の植物が生育し、その中には「大陸系遺存植物」が多く

含まれ学術的にも貴重な場所です。野焼きや放牧が行われることで維持

されてきました。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

半自然草原（野草地）

放牧地
湿地性

植物群落

採草地

茅野
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人の関わり方の違いにより区別される草原を模式的に

示したイラストです。

自然草原………�自然状態のまま人が関わらないことで維持される草原。攪乱要因（植生の遷移
を止めるもの≒森林化を阻むもの）は気象条件などの自然現象。

半自然草原……�継続的な人間活動のために、植生遷移が進まなくなることによって維持される
草原。攪乱要因は野焼きや採草などの人の手による農的活動。

人工草地………�牧草畑やゴルフ場など、元々の植生や地形を人為的に改変・造成して成立され
た草地。

阿蘇草原は、半自然草原に分類される野草地です（一部、改良草地などの人工草地も点在して

います）。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

説明のポイント
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半自然草原である阿蘇草原の生物多様性を模式的に示

したイラストです。３つの草原の種類ごとに、生息し

ている代表的な動植物を描いています。

採草地……�夏や秋に牛の餌となる野草飼料を刈り取る草原。ヒゴタイやサクラソウ、キスミレ
などが生育。

茅野………�採草や放牧を行わず、野焼きや茅刈のみが行われている草原。ススキが密生する比
較的単調な植生であるが、カヤネズミや昆虫などの隠れ場となっている。

放牧地……�放牧された牛が草を食べ（舌草刈り）、足で踏み続けるため、シバなどの背丈の低い
草原が維持される。牛が選択的に草を食べるため、独特な生態系が形成される（次

イラスト参照）。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

説明のポイント
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4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇草原における生物多様性のメカニズムについて、

典型例としてあか牛とオオルリシジミの関係性を１年

間の時系列で示したイラストです。

４月以降、野草地で放牧されるあか牛は様々な野草を食べますが、有毒であるクララという

マメ科の植物は食べません。

一方、オオルリシジミというチョウは、このクララを食草としています。放牧によって他の

野草が食べられることで、クララが安定的に生育することができ、その結果、オオルリシジミ

も生息することが出来ます。

オオルリシジミは、６月頃に花が咲いたクララに卵を植え付け、その幼虫は８月頃までその

クララを食べて過ごします。８月頃以降、地中でサナギとなります。このサナギは、翌年３月

に行われる野焼きにも耐えることができ、４月頃から成虫として羽化します。

以上のように、半自然草原において人の手による農的活動がないと、絶滅危惧種であるオオ

ルリシジミなど様々な生き物が生息できる環境が失われてしまうのです。

説明のポイント
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草原の優れた水源涵養機能のメカニズム
環境省の環境研究総合推進費によって、2019 年度～ 2022 年度にかけて阿蘇草原の水源

涵養機能※に関する調査が行われました。この研究では、下記の考え方で阿蘇草原の水源涵養

機能を森林と比較して評価しました。

調査の結果は下表のとおりです。

下流へ流れる水資源の量（表面流出 +地下水）＝ 降雨量 － 蒸散量 － 遮断蒸発量

ススキ（C4) ササ（C3) スギ・ヒノキ ヤシャブシ

年間蒸散量 約 130mm 約 200mm 約 250mm 約 200mm ＊

年間
蒸発量

林床面蒸発 ほとんどの期間で LAI が 3 以上のため、寄与は限定的（ゼロに近い）

遮断蒸発 スギ・ヒノキより
低いと考えられる

スギ・ヒノキより
低いと考えられる 8 〜 13% ＊ スギ・ヒノキより

若干低い

年間蒸散・蒸発量 ススキ　＜　ササ　＜　ヤシャブシ　＜　スギ・ヒノキ

＊ 実測値ではなく既往研究からの引用値

実測した年間蒸散量はススキが最も少なく、蒸発量も既往研究の知見からススキ・ササは針

葉樹のスギ・ヒノキよりも少ないことが考えられるため、草原の方が森林よりも蒸発散量は少

ないことが明らかとなりました。以上から、ススキの方が森林よりも多くの水資源量を下流に

流すことが示唆されました。

なお、ススキの蒸散量が少なかった要因としては、❶ススキは秋冬期は枯れるため蒸散機能
が弱まること、❷光合成により多くの水を必要とする C3 植物のスギ・ヒノキと違い、ススキ

※水源涵養機能……草原や森林の土壌が、スポンジのように雨水を吸収して一時的に蓄え、徐々に河川へ送
り出すことで、流量の安定化、洪水緩和、水質浄化などに寄与する働きのこと。

九州の巨大な水がめとしての水源涵養機能

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

水源涵養機能評価の考え方
（出典：九州大学大学院島谷幸宏特別教授発表スライド）

阿蘇における樹種別の年間蒸発散量（出典：島谷他 2022）
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はあまり多くの水を必要としない C4 植物であること、の２点が考えられています。

以上の研究結果から、草原が管理放棄により森林に変わってしまった場合の影響を、筑後川

流域を例に考えてみます。筑後川は、上流域で降った雨を下筌・松原ダムで貯蓄して、筑後

平野や、福岡導水を経由して福岡都市圏に水資源を供給しています。筑後川上流域の草原（約

85.3㎢）全てが森林に変わると、草原と森林の蒸発散量の差（年間 300 ～ 400mm と想定）から、

年間 2,500 ～ 3,000 万㎥の水資源量が失われることになります。

福岡都市圏に供給される水資源量が年間約 6,000 万㎥、冬季に有明海のノリの色落ちを防ぐ※ため

に下筌・松原ダムから緊急放流されている水資源量が 120 万㎥から 3,000 万㎥であること

を考えると、草原保全は水資源保全の観点からも非常に重要です。

阿蘇は九州の水がめ
阿蘇地域は年間約 3,000mm の多雨地域であり、筑後川・菊池川・白川・五ケ瀬川・大野

川の５つの一級河川の源流域となっていることから、「九州の水がめ」とよく形容されます。

白川流域を例にとると、上流から下流までの水の流れは P45 に示したイラストのとおりです。

阿蘇カルデラ内に降った雨は、直接河川に流入するものを除くと、草原や水田を通じて一度

地下に浸み込み、❶そのまま地下水となるか、❷阿蘇カルデラ上で再び湧水として噴出します。
❶については、立野火口瀬のボーリング調査を実施した最近の研究で、そのまま白川中流域
にある熊本地域の地下水プールに繋がっていて、その量は年間約 1500 万㎥であることが明

らかとなりました。❷については、カルデラ床上の水田に活用されたり、そのまま白川（黒川）
を構成する水となり、中流域・下流域へと流れていきます。そのうち、約 7,000 万㎥が、白

川中流域の水田や湛水事業によって地下に涵養されています。

熊本地域の地下水プールは、外輪山から直接流入する約 1.3 億㎥を含めると、合計約 2.2 億㎥が

阿蘇地域から供給されており、阿蘇カルデラが熊本地域の生活・経済を支えていると言うことができます。

この豊富な地下水は、中流域・下流域で生活用水や工業用水として利用されており、熊本地

域の生活・経済を支える必要不可欠な存在です。特に熊本市では生活用水の 100％がこの地

下水で賄われています。地下水 100％で生活用水が賄われている自治体（上水道事業体）は全

国で 220 件ありますが（2021 年度時点）、そのうちの給水人口のトップは熊本市であり、「日

本一の地下水都市」と形容されています。

最後に、阿蘇カルデラ上で一度地下に浸み込むことで、豪雨時に一気に大量の水が下流側へ

流れることを防いでいるため、阿蘇地域の草原や水田は利水のみならず治水の観点でも大きな

役割を果たしています。

阿蘇地域
全体

阿蘇
カルデラ内

❶立野～熊本方面への地下水流出量 約1,500万㎥

約2.2億㎥
❷�阿蘇カルデラから流出する白川の
流量（7.32 億㎥）のうち、白川中
流域農地で地下に涵養される水量

約7,000万㎥

外輪山から直接流入する地下水量 約1.3 億㎥

※ノリの色落ちを防ぐ……筑後川上流部から栄養塩を蓄えた河川水が供給されることで、ノリの色落ちが改
善することが知られています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇地域から供給されている熊本地域の地下水プールの内訳（出典：市川他 2022）
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4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

ススキ草原とスギ・ヒノキ林が涵養する水資源量の違

いを模式的に示したイラストです。

下記の条件で計算すると、ススキ草原の水資源量（表面流出含む）は年間 2570 ～

2720mm、スギ・ヒノキ林は年間 2150 ｍｍとなり、蒸発散量の少なさから草原の方が多く

の水資源量を涵養する計算となります。

【条件】
● 阿蘇地域の年間降水量を年間 3000 ｍｍと仮定。
● ススキ草原の蒸散量を 130 ｍｍ、スギ・ヒノキ林を 250 ｍｍと設定。
● ススキ草原の蒸発量を降水量の５～ 10％、スギ・ヒノキ林を 20％と仮定。

【計算式】
● 年間降水量－蒸散量－蒸発量＝年間水資源量

草原→3,000ｍｍ－130ｍｍ－（3,000ｍｍ×５％・10％）＝2,720ｍｍ・2,570ｍｍ

森林→3,000ｍｍ－250ｍｍ－（3,000ｍｍ×20％）＝2,150ｍｍ

説明のポイント
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4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇地域は、筑後川・菊池川・白川・五ケ瀬川・大野川の５つの一級河川の源流域となって

おり、「九州の水がめ」と呼ばれます。

それぞれの河川の下流域で、生活用水として使われています。筑後川では福岡導水路によっ

て、福岡都市圏にも阿蘇由来の水が供給されています。

農業用水・工業用水としても阿蘇由来の水が各下流域で使われています。主な工業製品とし

ては、半導体・飲料製品・タイヤ・ラップなどが挙げられます。

説明のポイント
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4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

白川流域の上流域から下流域、すなわち阿蘇カルデラ

から有明海までの水の流れを模式的に示したイラスト

です。

阿蘇カルデラ上に降った豊富な雨は、草原や水田を通じて一度地下に浸み込み、❶そのまま
地下水となるか、❷阿蘇カルデラ上で再び湧水として噴出します。
❶は直接熊本地域の地下水プールと繋がっています。

説明のポイント



ー 46ー

旧石器時代
この時期には、人々は外輪山一帯を行動範囲とした滞在日数が短い遊動的な狩猟採集生活を

行っていたと考えられています。

阿蘇地域で行われた遺跡発掘調査によると、小国町の耳切遺跡の約 30,000 年前を最古に、

阿蘇谷北部の外輪山山頂部や菊池川・筑後川の最上流域の外輪山北麓の一帯、外輪山東部山麓、

外輪山南西山麓の一帯など水源地を中心に遺跡が多く発見されています。

概ねカルデラ上部から火砕流台地山麓を生活領域としていたことが推察されています。旧石

器時代の終末頃になるとカルデラ内において狩猟や植物採集が行われていたと考えられていま

す。

縄文時代
縄文時代になると、旧石器時代と同様に高所にも遺跡は点在していますが、主には北外輪山

中腹や山麓、南外輪山麓、中央火口丘の北側および西側丘陵地、阿蘇カルデラ東方域・南方域・

南西域などにまとまって遺跡が点在しており、草創期から晩期まで間欠なく遺跡が発見されて

います。

縄文時代の環境では、縄文時代早期後半の約 8,200 年前とされるカルデラ湖（阿蘇谷湖）

の消失によって、カルデラ内という限定的な空間領域での生活が可能になったと推測されてい

ます。また、晩氷期から次第に温暖化が進み、森林植生が広がったことも、狩猟採集活動を可

能にして生活に安定をもたらし定住化

に寄与したものと考えられています。

ただ、カルデラ床では集落遺跡が発見

されていないことから、生活拠点は山

麓が立地条件として最も適していたと

考えられています。

縄文時代の後晩期頃、外輪山山麓で

は一定の規模を持つ集落遺跡が認めら

れるようになり、阿蘇谷の二本松遺跡

など拠点集落を中心とした小規模の遺

跡が分布しています。

【文化】

約 30,000 年前の旧石器時代から人々が暮らしてきた遺跡
が草原には存在し、約 8,200 年前の縄文時代にはカルデ
ラ内でも人々の暮らしが始まっていたこと。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

旧石器時代の遺跡分布図
（出典：緒方 2016）

縄文時代の遺跡分布図
（出典：緒方 2016）
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阿蘇山信仰
現在、阿蘇神社など阿蘇地域の神社小祠に祀ら

れている神々をみてみると、後述する健磐龍命（タ

ケイワタツノミコト）国龍命（クニタツノミコト）

といった阿蘇神社系の神々や、日本神話由来の自

然神が多くみられるのが特徴です。

阿蘇地域の信仰のはじまりは、中国の歴史書「隋

書倭国伝※」記述から、「阿蘇山有り、故なくし

て火起こり石は天に接するほど、人々は恐れおの

のき祈りを捧げ祭り事を行った」と記されており、

このことから、すでに 6 世紀末の段階で、阿蘇地

域の人々が阿蘇山の噴火活動を恐れ、阿蘇山への信仰を行っていたとされています。

この火山信仰の中心になったのは、おそらく高岳にあった大きな岩と考えられており、かつ

て山頂の三石神が信仰の対象であったとされ、山頂の自然石を磐座とする山の神の祭祀が古く

から行われていたと考えられます。このような自然神・在来神の信仰が、大和朝廷由来の祭神

に融合されていって、阿蘇山信仰が発展していきました。中世以降、14 ～ 16 世紀にかけて

阿蘇山の開祖である最栄読師が噴火口西側の洞窟で法華経を唱え、自ら十一面観音を彫って安

置したと伝わります。十一面観音は健磐龍命の変身としてみなされ、その場所を西ノ巌殿（ニ

シノイワト）とし、後に本堂が建てられました。このようにして、仏教信仰の性格も阿蘇山信

仰に組み込まれていきました。

神霊池
奈良時代以降、噴火活動の活発化に伴い、噴火

口にできる池水が増減することから神秘的な力が

あるということで神格化されました。噴火の異変

は大宰府から朝廷に報告され、朝廷は阿蘇神社な

どに阿蘇山への祈祷を命じました。現在も６月初

旬に「火口鎮めの儀式」が行われています。また、

住民への施し、租税の免除なども行いました。

阿蘇には 2,000 年以上前から伝わる神話や独特な火山 信
仰・神事 、そして固有な農耕文化があり、その背景（火山
の噴火、地震による地形変動、先住民と移住者による稲作
の普及など、自然災害と恵み 、先祖から受け継いできたか
けがえのない財産）があること。

※隋書倭国伝……約西暦 600 年頃、魏徴らが編纂した中国の歴史書であり、その一部に当時の日本につい
て記述されているもの。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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平安時代になると噴火口は「神霊池」と呼ばれるようになり、健磐龍命の神宮とみなされま

した。「阿蘇にある健磐龍命の神霊池は増減したことがなかったが、枯れてしまった」（続日本

後紀、840 年）、「十月三日夜、神霊池が音を出して揺れ動き、水を空中に吹き上げた。大宰府

の司の占いで水疫の災いがあると出た」（日本三代実録、864 年）など、数多くの記録が残っ

ています。朝廷は阿蘇山に火山としては最高位の正二位の官位を与えています。

古坊中
阿蘇山に十一面観音が祀られて以降、祈祷行事を仏教的行式でも行われるようになり、僧侶

や参詣者が全国から訪れるようになりました。平安時代後期には、中岳火口の間近には僧侶の

居住する坊舎、参詣者の宿坊などが建てられました。これらの坊庵群を坊中と呼び、一時には

200 人前後が住んでいたとされています。

仏教的儀式としては、噴火に際して大般若経、般若心経、金剛般若心経の転読が行われており、

神霊池を対象とする仏事が繰り返されたことで、畏怖と畏敬の念で崇拝された阿蘇山を修行の

場としてとらえ、僧侶が来山、止住していたであろうと考えられています。

また春と秋の彼岸には「御岳様参り」の参拝者で坊中はにぎわったと伝わります。

なお、戦国時代の島津氏による阿蘇氏への侵攻や阿蘇山の度重なる噴火によって坊中は廃れ

ていきました。加藤清正が実権を握ってからは、阿蘇社と坊中の復興を図り、麓にある現在の

阿蘇駅付近に坊中を再興していきました。以

降、阿蘇山上部にあったのは古坊中、麓に再

興されたものを麓坊中と呼ばれるようになり

ました。

江戸時代以降、麓坊中には 40 社ほどの堂社

があり、多くの参拝者が古坊中の本堂まで　

約 5.5km の山道を修行や参拝のために登りま

した。この登山道は阿蘇パノラマラインが開

通するまでは、麓坊中と古坊中を結ぶメイン

ストリートでした。

明治時代に入ると本堂が阿蘇山上から麓に

移され、西巌殿寺と改称されました。

健磐龍命について
健健磐龍命は神武天皇の孫にあたると言われています。健磐龍命という神名は、火山信仰の

中心になった巨大な岩や神霊池から、大きな磐が立っているという意味の健磐と池の主である

龍と合わせて、この神名に繋がったのではないかと考えられています。阿蘇地域に伝わる神話

において、健磐龍命は火山神及び農業神として描かれており、阿蘇山がどう生まれ現在に至っ

たかを説明する物語のほとんどが健磐龍命を主人公に据えたものです。

健磐龍命の神話
阿蘇の開拓神話の逸話として、健磐龍命が阿蘇の民衆にどうやって食べていくか教えるため

に、阿蘇カルデラの縁を蹴って湖水を流し田畑を切り開いたという神話があり、多数の地名は

この神話に因んだものとされています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

（出典：「阿蘇の文化的景観」保存調査報告書　Ⅰ総論）
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例えば、健磐龍命が力まかせに蹴ったが分厚くて破れなかった場所を「二重峠」、その次に

場所を変えて外輪山の壁を蹴り破いた拍子に尻もちをつき、「余はもう立てぬ」といったこと

からその場所を「立野（たての）」と呼ぶようになりました。

また、健磐龍命が収穫された米を積み上げたことで米塚が形成され、頂上が少し凹んでいる

のは、健磐龍命が掌で米をひとすくいしてお餅に変えて、困っている人に恵んだ名残であると

されています。この説話は、健磐龍命が農業社会において神聖視された証左となります。

固有な農耕文化
阿蘇地域の農耕文化は、こうした神話の影響を強く受けていたとされています。現在では技術

の進歩により安定した農作物生産が可能ですが、阿蘇の地形や気候、黒ぼく土という作物生産に

適さない土壌環境などから、技術が進歩するまでは農作物の生産が難しい土地であり、農作を願

う農耕祭事がなくてはならないものでした。ある時期から人為的に野焼きを行い、二次的草原を

維持し、農耕や牧畜のために利活用を進めた農耕文化は阿蘇地域の固有のものといえます。

阿蘇谷一円では、下宮として健磐龍命を祀った阿蘇神社を中心に（上宮は神霊池）、中世から

現在も農耕祭事を継続して執り行われています。

以下、代表的な３つの農耕祭事を紹介します。

●火振り神事
田作り祭りの期間中、「御前迎え」が行わ

れます。国龍神の御妃をお迎えする儀式で、

そのクライマックスには「火振り神事」が行

われます。

●火焚き神事
竹原、上役犬原、下役犬原の三つの集落から選ば

れた少女が、8 月 19 日の夜から 59 日間、霜宮の

火たき殿にこもり、たきぎを燃やし続け霜除けの祈

願をします。

●御田祭り
神様が稲の生育ぶりを確認するための神事

です。瑞々しい青田の中を神輿や白い衣を着

た宇奈利（うなり）がゆっくりと進みます。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

（出典：阿蘇地域世界農業遺産推進協会 HP〔上図３点すべて〕）
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草小積み
秋の草刈り後、刈り取った野草を乾燥させ

るために現地や道路のそばなどに一時的に積

み上げることを「草小積み」と言い、通気性

がよく草が傷みにくい草の貯蔵法として阿蘇

の草原文化の代表的なものです。現在は機械

で梱包した白いロールが主流となり、草小積

みを見かけることは少なくなりました。

盆花
8 月の月遅れのお盆の時期には、採草地を

彩る野の花を「盆花」として、先祖の墓苑に
添える風習が各地に残っています。このよう
な慣習は豊かな植物相を呈する草原を身近

に持つ人々によって育まれた、地域住民と草
原をつなぐ阿蘇ならではの象徴的な文化です。

1975 年頃の写真をみると、今は希少種とし
て扱われているヒゴタイなどの植物も、かつ
ては草原の花として普通に見られたことが分

かります。

阿蘇における地すべり・山崩れと草原の減災機能
阿蘇カルデラの大地は火山灰が降り積もってできた土壌であるため、大雨や地震などによっ

て表土は崩れやすく、地すべりや山崩れなどの土石流災害が発生しやすい環境となっています。

阿蘇の人々は、土石流災害により麓の集落が危険に晒されることを古くから危惧し、これを

ヤマシオやヤマツナミと呼んで恐れてきました。

P52 のイラストに示すとおり、火山灰のすぐ下は固い火山性の地盤であるため、木の根も

浅く、崩落を防げない場所もあり、植林地が崩れた場合は土砂と樹木が併せて崩壊して被害が

甚大化する危険性が高くなりますが、草原の場合は崩壊土量が少なく、土石流災害の被害を抑

えられることが地元の経験則で知られています。そのため森林と比較して草原は、優れた減災

機能を有しているといえます。

なお、土石流災害を未然に防ぐという防災機能の観点では、針葉樹や広葉樹の斜面の方が草

原より崩壊しにくいことも明らかとなっており、その点に注意が必要です。そのため、草原か

森林かの二者択一ではなく、地形や土壌などの環境に応じて適切に草原と森林の配置を考える

ことが大切です。最新の研究では、草原―森林―集落の伝統的な垂直的土地利用ユニット（詳

細は 54 ページ参照）が災害対応として合理的であった可能性が示唆されています。

阿蘇草原の伝統文化・遺産について
阿蘇で千年以上に渡って草原が維持されてきたことで、様々な草原文化が育まれました。こ

うした文化は先祖から受け継いできたかけがえのない財産といえます。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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土塁
昭和初期、鉄などの資材が少ないなかで、

牛馬が他の牧野に逃げ出すのを防ぎ、また放

牧地の利用権の境界などを示すための半永久

的な柵として、土を盛ってシバを張り付けた

土塁が作られました。地域の人が総出で作ら

れた土塁の延長は、阿蘇郡市全体で 500km

に及ぶといわれています。

牛道
牛が草を食べながら歩いた跡にできた道で

す。放牧地の斜面に、蹄によって踏み固めら

れ、牛の身体の幅ほどの道が等高線状にでき

ます。放牧を粗放的に行うことにより、人が

利用しない急斜面にも牛が立ち入り、草原が

守られていることが牛道から見てとれます。

草泊まり
秋に行われる干し草刈りの期間中、採草地

の近くで野営すること、あるいは野営すると

きにススキで作る小屋のことを「草泊まり」

と言われています。家族総出で泊まりこみで

草を刈り、草小積みを作って冬に備えていた

とされています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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土砂災害が発生すると、スギ植林地の場合は土砂に加えて樹木もなだれ込むため被害が甚大

化しますが、草原の場合は相対的に崩壊土量が少ないため被害が軽減されます。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇地域における、スギ植林地と草原の土砂災害発生

時の被害の大きさを模式的に示したイラストです。説明のポイント
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千年の草原は、二次的自然であり、地元の農業者の日々の
生業により維持されていること。

阿蘇の半自然草原は日本一の面積
千年以上前から人々の生業によって維持されてきた阿蘇の広大な半自然草原は約

14,000ha あり、日本一の面積を誇っています。

順位 都道府県名 草原名 土地面積

1 位 熊本県阿蘇群市 阿蘇地域の草原 14,000ha

2 位 栃木県古河市 渡良瀬遊水地の草原 2,380ha

3 位 山口県美祢市 秋吉台の草原 1,220ha

4 位 愛媛県西予市 大野ヶ原高原 740ha

5 位 大分県竹田市 久住高原 730ha

草原を中心とした持続的な資源循環
阿蘇では、地元農業者の生業によって、草原を中心とした持続的な資源循環が展開されてき

ました。早春には野焼きや輪地切りが行われ、炎が枯れ野を真っ黒に焼き尽くし、そして新し

い草の芽吹きを促します。野焼きによって、草刈りや放牧の障害となる低木類の繁茂を防ぎ、

火に強いイネ科植物の比率が高まり、春から秋にかけては牛を放牧し野草地の野草を粗飼料と

して食べさせ、秋には草を刈って冬場の飼料や敷料に使い、糞尿と敷料が混ざり腐熟してでき

た厩肥は稲作や田畑の肥料になりました。稲

作の収穫では牛を労働力として利用し、収穫

した稲の籾を取り除いた稲わらを牛の飼料と

して使用しました。厩肥は草そのものを肥料

とする緑肥と比べて肥料成分が高く、農地の

生産性向上、地力回復に大きな役割を果たし

ます。

このように「草地―家畜―耕地」の有機的

な結びつきが、阿蘇で農耕を維持する基本的

構成要素になっています。この草原管理を繰

り返して行ってきたことで、草原に関する技

術、農具、慣習、採草や花摘みなど持続的な

草利用を図るための集落の決まり事などが紡

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

全国の半自然草原面積 TOP５
（出典：全国草原再生ネットワーク提供資料）

草原を中心とした資源循環
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がれ、地域の自然に根ざした生活文化や風景を生み出してきました。阿蘇の農業は、こうした

自然の営みをうまく活用してきました。

垂直的土地利用ユニットを構成する阿蘇の草原
「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地」を文化的景

観といいます。阿蘇の文化的景観は、阿蘇の人々がカルデラ火山という過酷な大自然に長い年

月をかけて立ち向かい、その地形や自然を巧みに利用して暮らしてきたことによる叡智の表れ

ともいえます。

火山灰土壌や高冷地の気象条件は、カルデラ床上で稲作や畑作を営むには非常に厳しい条件

であったため、地力改善・労力確保の観点でも、草原や牛馬が必要とされていました。

その結果、集落という居住・生活空間やその範囲のなかで、集落、水田、用水路、畑、スギ・

ヒノキの人工林、薪炭林もしくは草原という順序で、かつ低い土地から高所まで垂直的に秩序

だった土地利用システムが形成されました。阿蘇の文化的景観の重要構成要素であるこの土地

利用システムは「垂直的土地利用ユニット」と呼ばれています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇谷と南郷谷の模式断面図（出典：阿蘇文化的景観検討委員会資料）
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こうした垂直的土地利用ユニットや持続的な資源循環は文化財としても高く評価され、

2017 年に文化財保護法における重要文化的景観として選定されました（阿蘇郡市７市町村の

合同選定）。そして 2023 年現在はこの重要文化的景観を法的担保措置に据えて、世界文化遺

産の登録に向けて、熊本県を中心に検討が進んでいます。

阿蘇草原の危機
阿蘇の半自然草原は人の手による管理が不可欠です。滞ってしまうと植生遷移が進み、木々

が生い茂り藪化や森林化してしまい、草原景観は消失してしまう可能性があります。

明治時代までの阿蘇地域では、標高が高い土地や傾斜のある土地など水田や畑に適さない広

大な土地が、野焼きによって草原として管理されていました。あか牛などの牛馬を飼育するの

に適しており、また放牧以外にも採草地や茅葺屋根の茅材を得るための茅場としても利用され

ていました。次ページの図「1900（明治 33）年頃の土地利用」から、1900 年頃の阿蘇地

域一帯は草原に覆われていたことがわかります。

一方、2007 年頃には草原は大幅に減少し、森林と針葉樹の人工林が大幅に拡大しています

（次ページの図「2007（平成 19）年頃の土地利用」参照）。100 年の間に草原にスギ・ヒノキ

などの針葉樹が植林されたり、シイタケ栽培用のクヌギが植林されたりして、草原がこれら人

工林にかわっていたと推測されます。

その背景には、1960 年代の拡大造林期に国内の木材需要の高まりから草原にスギが植林さ

れたことがまず挙げられます。また、トラクター等の農業機械や化学肥料、瓦屋根が普及した

ことにより、農耕用の牛馬の飼育や緑肥、茅材を確保するための草原の需要が小さくなったこ

とも、草原が減少した大きな要因です。

人工林が増えた結果、延焼を予防する防火帯も増大し、現在の総延長は約 586㎞、そのう

ちの６割にあたる約 350km が人力による防火帯であり、牧野組合の大きな負担となっていま

す。また畜産業従事者の高齢化や担い手不足も深刻で、放牧を行わない牧野も年々増加してお

り、2021 年では 1/3 の牧野が放牧を行っていません。このことも、草原管理の低下、ひい

ては放棄地拡大（≒藪化）に繋がっています。

そして現在も阿蘇草原を取り巻く現況は悪化の一途をたどっており、牧野組合へのアンケー

ト調査結果から、阿蘇草原の規模は 30 年後に４割まで減少することが危惧されています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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1900（明治 33）年頃の土地利用 2007（平成 19）年頃の土地利用

阿蘇草原の減少のメカニズム（出典：高橋 2016）

（出典：熊本県文化企画・世界遺産推進課）

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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（阿蘇草原維持再生基礎調査（熊本県）の「野焼きなどの維持管理の継続可能性意向」の結果から作図）

（出典：熊本県阿蘇草原維持再生基礎調査〔グラフ５点すべて〕）

阿蘇草原の 30年後予想

現在（2016（平成 26）年時点） 30年後

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

―　�管理が実施されている牧野
　　市町村境界線 ―　�管理が実施されている牧野

　　市町村境界線

予測
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以下、阿蘇草原再生の最新のトピックをいくつか紹介します。

トピック❶　安心して野焼きできる仕組みづくり（恒久防火帯など）
野焼きの継続が阿蘇草原には欠かせませんが、隣接する森林への延焼リスクが伴い、またそ

れを防止するために行う防火帯づくり（輪地切り・輪地焼き）は牧野組合の大きな作業負担となっ

ています。

そこで、牧野組合が安心して野焼きを実施できるようにするために、まず環境省や熊本県、

各市町村などが、作業負担と延焼リスクの軽減を目的に、防火帯をコンクリートや砂利で敷設

する運搬道路を兼ねた「恒久防火帯」の整備支援を行っています。

また、万が一延焼してしまった際の補償リスクを考慮して、熊本県・環境省が主導して保険

会社と交渉を行い、2022 年度から三井住友海上火災保険株式会社による野焼きの賠償責任

保険が創設されました。

阿蘇草原の保全・再生に向けて：阿蘇草原再生協議会の取り組み
阿蘇草原が消滅してしまう危機を回避して、草原を保全・再生していくために、1990 年代

から多様な主体の協働による取組が行われ始めました。そして、2005 年には自然再生推進

法に基づく「阿蘇草原再生協議会」が組織され、牧野組合や地元自治体、野焼きボランティア

や研究者など多くの関係者が参画し、現在は 250 以上の個人・団体で構成されています。

2021 年度に策定された「阿蘇草原再生全体構想（第３期）」では、下図のとおり、草原再

生に向けた 30 年後目標として「今（2021 年度）と変わらない規模の阿蘇草原を残す」こと

を掲げ、それを達成するための手段として、３つの柱と 12 個の重点取組を掲げています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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トピック❷　南阿蘇村における野焼き再開に向けた取り組み
熊本地震を契機に、担い手不足も相まって、村内の草原の約４割で野焼きが中断された南阿

蘇村では、積極的な野焼き再開支援が進んでいます。2019 年度、熊本県、南阿蘇村及び地

元牧野組合が、白川牧野（約 80ha）の防火帯整備（延長 14.3km）などを連携して行い、４

年ぶりに野焼きが実施されました。

2020、2021 年春には、それぞれ白川牧野や吉田牧野で、水源涵養の維持を目的として、

南阿蘇村長が火入れ責任者、地元区長等が監督者となり、野焼きが再開されました。行政が主

体的に関わる草原管理の取組が登場しています。

また 2022 年度からは、野焼きプロ集団の育成に向けた試験的な取組もスタートしました。

トピック❸　野草資源の新たな利活用
元来、阿蘇草原の野草は堆肥や飼料、茅材などの資源として利活用されてきましたが、近年、

畜産や農業の停滞、生活スタイルの変化に伴い、利用圧が縮小しています。野草を刈り取らな

いと、草丈が高くなるため炎が大きくなり、野焼きにも影響を及ぼしてしまいます。そこで近

年は、野草資源の新たな利活用を促進するべく、下記のような研究・取組が実施されています。

●野草堆肥の有用性の研究
阿蘇地域世界農業遺産推進協会と佐賀大学の連携により、野草堆肥の有用性に関する研究が行

われました。野草堆肥には植物病害を抑える拮抗作用をもつ「善玉菌」を多く含むことが注目さ

れたほか、阿蘇特有の菌の存在や植物病害を低減する仕組みについても徐々に明らかになりました。

最新の研究が、野草堆肥の利用拡大や付加価値向上の追い風となることが今後期待されます。

●野草 TMR の開発
近年、輸入飼料が高騰して畜産農家を圧迫しています。そこで、阿蘇草地畜産研究所では、

飼料の低コスト化・飼料自給率の向上・野草資源の活用を通じた阿蘇草原保全に寄与すること

を目的に、野草 TMR の開発を進めています。

TMR とは完全混合飼料のことで、野草や牧草などの粗飼料と大豆やトウモロコシなどの濃

厚飼料を混ぜ合わせてつくるものです。

最新のあか牛への給与試験では、１頭あたりの飼料費を全国平均の約 38 万円から約 25 万

円に軽減することができ、肉付け等級も A2 評価を受けたことが報告されています。

●茅刈りプロジェクト
全国の茅材の需要量は重要文化財関係のみでも年間約 15 万束ありますが、供給量は約２万

束足りない状況です。全国一の野草地面積を誇る阿蘇草原のポテンシャルは高いとされており、

（株）GS コーポレーションでは、牧野組合の新たな経済効果創出などを目的に、❶地元牧野か
らの茅材の買取、❷野焼き支援ボランティアによる茅刈りの斡旋、❸茅材の保管・管理・出荷
などの取組を進めています。

このプロジェクトにおける主な茅材の出荷先は関西方面であり、特に「かやぶきの里」として知

られる京都府・美山町では、点在している伝統家屋の葺き替えの多くに阿蘇産の茅が使われています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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トピック❹　阿蘇草原環境学習の推進
環境省では、阿蘇グリーンストックなどの関係団体と連携して、「草原の支え手確保につな

がる住民の「郷土愛を育む」ための普及啓発」を目的に、阿蘇草原環境学習の推進をしていま

す。具体的には、下記取組などを実施しています。

●地域内の子どもへの普及啓発（草原キッズプロジェクト）
2009 年度から、阿蘇地域の全ての子どもたちが、草原を知り、理解を深めることを目標と

した「阿蘇草原キッズ・プロジェクト」が開始されました。小学校への出前授業や教材作成な

どの様々な活動の継続により、徐々に草原環境学習を導入する小学校は増え、2020 年度に

は阿蘇郡市内の小学校 19 校中、12 校で実施されています。

「学習成果をアウトプットする」「生徒が外部参加者と交流する」＝「主体的・対話的な学び

の場」を提供することを目的に、2018 年度から子ども地域学習発表会が開催されています。

2020 年度からは、草原に関係する団体の連携事業と位置づけられ、ジオパークの取り組み

の発表がなされるなど、発表の幅も広がりつつあります。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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昭和初期の時代まで、牛馬は農耕用の労働力として活用され、その飼料は草原の野草や水田

の稲わらで賄われていました。また、牛馬の糞は堆肥として水田に施肥されていました。

また資材として、草原のススキが茅材に、森林が薪炭や木材として活用されていました。

このような阿蘇カルデラ上に展開された持続的な資源循環が、阿蘇を特徴づける文化的景観

を形成していきました。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇地域の「耕作地―集落―森林―草原」という垂直

的土地利用ユニット上に展開された、持続的な資源循

環の様子を模式的に示したイラストです。

説明のポイント

日本の半自然草原の面積上位５地域のそのスケールを

模式的に示し、阿蘇の半自然草原面積（約 14,000ha）

が、日本一の面積であることを示したイラストです。

説明のポイント
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阿蘇の半自然草原は人の手による管理が不可欠であり、

滞ってしまうと植生遷移が進んで藪化してしまい、草原景観

は消失してしまいます。

草原景観の消失は、右記の阿蘇草原が有する様々な生態系

サービス（生物多様性が人間社会の暮らしに与えてくれる恵み）

の損失を意味します。

◇基盤サービス

・草原の生物多様性

◇供給サービス

・畜産物・農産物の生産

・茅材・野草堆肥

◇調整サービス

・炭素固定

・水源涵養

・減災機能

◇文化的サービス

・景観・観光資源

・盆花等の伝統文化

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇草原が管理放棄された場合に予想される風景の変

化を模式的に示したイラストです。説明のポイント
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阿蘇のあか牛や乳製品をはじめ、アクティビティで提供す
る飲食物も草原や地元由来のものを用いていること。

100g のあか牛肉を食べることがおよそ 4 畳半（7.5 平方
メートル）の草原維持につながること。

阿蘇地域とあか牛
阿蘇地域において、牛が家畜として本格導入されたのは、農耕文化が定着した奈良時代以降と言

われています。そして明治時代頃までは、農耕用や運搬用などの使役牛としての活用が主でした。

そして近代化以降、畜産振興を目指した政府は畜牛改良に取り組み、種牛として、スイス産のシ

ンメンタール種が選ばれました。生産国が日本と立地・環境が似ていて乳肉兼用種としても改良

種としても好適であったのが選定理由です。

各地でシンメンタール種を種牛とした畜牛改良が取り組まれ、阿蘇地域では明治 39 年頃に

熊本県立阿蘇農学校に導入されました。以降、阿蘇農学校や阿蘇郡産牛馬組合を中心に、シン

メンタール種と元から使役牛として活用されていた朝鮮ルーツの褐毛和種を交配させる畜牛改

良が試行錯誤されました。そして、明治 44年に国営の大分種牛所から貸与されたシンメンター

ル種の「ルデー号」が活躍して、「蘇光」や「蘇丸」など数々の名種雄牛が誕生して、あか牛

の畜産が本格化しました。

現在、熊本県をはじめ全国各地で供用されているあか牛（褐毛和種）のほとんどが、ルデー号

を起源としていると言われています。

あか牛は、下記の理由で阿蘇草原での飼育に適していると言われています。
● 24 カ月ほどで出荷出来る早熟性（黒牛は 30 カ月ほど）
● おだやかな性格で粗食に耐える。
● 寒さに強いため放牧に適している。

あか牛は１日に自身の体重（親牛は 600kg 前後）の 10％前後の野草を食べるため、この“舌

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

シンメンタール種
（出典：一般社団法人全国肉用牛振興基金協会 HP）

あか牛
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草刈り”は阿蘇草原を維持するうえで欠か

せない存在となっています。

しかし近年、牛肉の輸入自由化などの影

響で畜産業が低迷し、黒牛とともに肉用牛

の飼養頭数は減少傾向にあります（右図参

照）。

あか牛丼 認定店のマーク 公式HP

阿蘇地域世界農業遺産
公式ロゴ

それでも最近、あか牛は様々な観点で再

注目されています。

まずあか牛は粗飼料である野草を食べる

割合が多いこと、放牧による適度な運動から無駄な脂肪分を落として

いることから、赤身主体の肉質を特徴としており、ヘルシー志向の顧

客の人気を集めています。

さらに、阿蘇のあか牛を中心とする阿蘇草原の営みは、地域資源の

持続的活用などの観点で国際的にも高く評価され、2013 年に国際

連合食糧農業機関 (FAO) から「世界農業遺産（Global Important 

Agricultural Heritage System）」に認定されました。

 現在、熊本県が主導する阿蘇地域世界農業遺産推進協会では、「阿蘇あか牛肉料理認定店」

の取組を実施しています。下記が認定の基準となっており、このようなお店であか牛を食べる

ことは、草原再生に大きく貢献します。
● 阿蘇地域で、誕生から肥育まで全期間飼養されたあか牛であること。
● 飼料として、阿蘇産の牧乾草や稲ワラなどが主に給与されていること、または阿蘇の牧野

で育った経歴があること。

なお、100 ｇのあか牛を食べることで、7.5㎡の草原維持につながるとされています。

このフレーズは、消費者に届ける牛１頭を生産するためには、繁殖から肥育にわたって約３

ha の草地を必要とするという数値から試算したものです（人工草地も混在している数値である

ことは留意が必要）。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について



ー 65ー

【経済】

アクティビティ参加料の一部を保全料として、 草原保全活
動に還元していること。

アクティビティへの参加が草原保全につながる仕組みをつ
くっていること。

草原の保護と利用の好循環
（“草原で観光すればするほど、草原が守られる”の仕組みづくり）
広大な草原と牛馬が放牧されているのどかな風景は、阿蘇ならではの景観であり、阿蘇に訪

れる年間約 1100 万人の観光客にとって、草原景観と放牧風景は大きな魅力となっています。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について



ー 66ー

そして、観光資源として阿蘇草原の恩恵を受けている一部の草原観光利用では、アクティビ

ティ参加料の一部を保全料として、当該牧野に還元しています。現在阿蘇くじゅう国立公園満

喫プロジェクト阿蘇地域草原利用部会では、このように草原を利用することによって草原保全

の資金を募り、さらにその資金で保全された草原を観光資源として提供する、という「草原の

保護と利用の好循環」の仕組み構築・拡充化を図っています。

阿蘇草原再生募金について
保全料は、当該牧野に直接納める方法の他に、阿蘇草原再生協議会が運営する阿蘇草原再生

募金に寄付する方法もあります。阿蘇草原再生募金の使途や仕組み、募金方法、運用実績は下

記のとおりです。

阿蘇草原再生募金の使途
❶草原維持管理の継続
❷繁殖あか牛の放牧推進
❸草原の生物多様性保全
❹�草原環境学習の推進 / 後継
者育成

阿蘇草原再生募金の仕組み

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

観光
利用

草原
再生

●多くの人を引き付ける観光資源の提供

●関係人口（ボランティア・移住民など）の拡大
●草原由来商品（農畜産物・茅材など）の売上拡充（間接的還元）

●観光利用の草原再生への直接的還元
（草原アクティビティからの牧野保全料・一般観光客からの環境協力金など）

企業・団 観光客 一般市民等

幅広い人々や企業・団体等からの募金幅広い人々や企業・団体等からの募金

●九州の水が守られる
●広大な草原景観、野の花や多様な生き物が守られる

阿
蘇
草
原
再
生
協
議
会

阿蘇草原再生募金

募金事務局募金事務局（阿蘇グリーンストック（阿蘇グリーンストック））
・入出金管理・入出金管理
・支援対象選定に関する事務・支援対象選定に関する事務

草原環境の保全・再生に向けて
特に求められている
活動を支援

募金委員会募金委員会（第三者で構成）（第三者で構成）

・助成に関する助言、チェック・助成に関する助言、チェック
・収支に関する監査・収支に関する監査
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阿蘇草原再生の募金方法
● 口座振込
● ネット募金

（Yahoo! ネット募金）
● 定期預金
● 募金箱
● 協賛自販機
● WAON カード
● QUO カード

阿蘇草原再生募金の運用実績（2011年度～2019年度概算）

募金の効果
１万円を草原再生に寄付した場合の効果は、

右図に示すものとなり、各数値の試算は次ペー

ジの表「寄付したときの試算表」となります。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

総額：1億 4974万円（2011-2020年）

繁殖あか牛導入支援：3,598万円（595頭）

野焼き再開：600万円（132ha)

繰越金等：1,444万円

広報・普及啓発：3,937万円
協議会員への活動支援：1,968万円

野焼きボランティア運営：2,800万円

事務管理費：627万円
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寄付したときの試算表

１万円の効果 算出方法

守られる

草原面積

❶草原空間の維持管理に必要な経費を算出
A　野焼き・輪地切りの人件費＝組合員・野焼きボランティア出役者数×日当
＝ 10880 人 × 6824 円 ＝ 7425 万円

【ソース】出役者数：GS提供の令和元年ボランティア派遣数+令和３年度熊本県基礎調査
日当代：熊本県最低賃金 853 円×8 時間で計算

B　牧柵の年間管理費＝１牧野あたりの支給額×放牧牧野数

＝ 50 万円 × 119 牧野 ＝ 5950 万円
【ソース】支給額：南阿蘇村の支援額を引用　放牧牧野数：令和３年度熊本県基礎調査

C　防火帯（牧道）の年間整備費＝各行政機関の年間支援額の合計

＝約 9590 万円

阿蘇の草原管理に必要な年間経費 ＝ A ＋ B ＋ C ＝ 2 億 2965 万円

❷単価あたりの守られる草原面積を算出
阿蘇の草原管理に必要な年間経費 ： 阿蘇の野草地面積

＝ 2 億 2965 万円：14412.6ha

＝ 10000 円：0.63ha

∴ 募金 10000 円で守られる草原面積：6300㎡（バスケコート 15 面分の

面積に匹敵）

創出される

炭素固定量

募金 10000 円で創出される炭素固定量

＝ 10000 円で守られる草原面積 × 1ha あたりの炭素固定量

＝ 0.63ha × 6.9 tCo₂/ha

＝ 4.347 tCo₂

∴ 約 1.5 世帯の１年間の Co₂ 排出量（2.72 ｔ / 世帯）に匹敵）

守られる

水資源量

募金 10000 円で守られる水資源量

＝ 10000 円で守られる草原面積 × 森林と草原の蒸散量の差

＝ 0.63ha × 120mm

＝ 75.6㎥

∴ 約 1 人の１年間の水道使用量（78㎥ / 人）に匹敵）

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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野焼き支援ボランティアへの参加
保全料の還元以外にも、アクティビティ事業者自身や興味を抱いた来訪者が、阿蘇グリーン

ストックが事務局を務めている野焼き支援ボランティアとして草原再生に直接関わる方法もあ

ります。

輪地切り・野焼きへのボランティア派遣数は年々増加傾向にあり、2021 年は延べ 2351

人が参加しています。阿蘇地域の 1/3 近くの牧野がボランティアを要請しており、草原再生

の支え手として必要不可欠な存在となっています。

ボランティア派遣数の推移

ボランティア派遣牧野

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について



ー 70ー

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について

阿蘇草原再生には直接的・間接的に様々な方法で貢献

出来ることを１枚絵で示したイラストです。説明のポイント
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阿蘇地域は、「阿蘇火山の大地と人間生活」が評価されて、2014 年にユネスコから世界ジ

オパークに認定されました。阿蘇ジオパークでは、産品開発等と連携し、阿蘇火山の人々の暮

らしの関わりを具体的なモノとして発信できる仕組みづくりのために阿蘇ジオパークブランド

認定制度を実施しています。

阿蘇で産出・生産され、阿蘇火山と人々の暮らしとつながりを語れ、こだわりを持つ発想豊

かな商品について、特に優れたものを「阿蘇ジオパークブランド」として認定し、ジオパーク

の取組の中で阿蘇ならではの商品としてその魅力を国内外へ発信しています。地域内外での阿

蘇ジオパークの多面的理解を促進し、商品の販売促進に貢献することを企図したものです。

◇阿蘇ジオパーク認定品リスト
　阿蘇ジオパークブランド認定制度 - 阿蘇ジオパーク　オフィシャルサイト (aso-geopark.jp)

阿蘇で産出・生産され、阿蘇火山と人々の暮らしとのつな
がりがあり、こだわりを持つ発想豊かな商品としてについ
て「阿蘇ジオパーク認定品」があること。

4 �「インタープリテーションにおいて
留意するポイント」について
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５ �イン タープリテ ー ション 時 に 活 用 で き る 
イラスト集

「４『インタープリテーションにおいて留意するポイント』について」において、「説明ポイ

ント」を付与した下記イラストや、ガイドライン本体に掲載された下記ピクトグラムは、環境

省の阿蘇草原再生ホームページから自由に DL して、草原観光利用に活用することが出来ます。

（イラストを主題としたグッズ制作などの商業利用を除く）

阿蘇草原に関する普及啓発イラスト一覧

❶カルデラ成立から人が関わるまでの阿蘇

❷人が関わり始めたころの阿蘇

※ダウンロードリンク

❸�阿蘇草原の恵みを活かした伝統的な土地利用

❺日本国内の半自然草原の面積比較

❹草原の種類と阿蘇草原の特性

❻阿蘇草原の生物多様性①
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❽阿蘇草原の水源涵養機能

⓫阿蘇草原の炭素固定機能

❿白川流域の水とくらしを支える阿蘇

⓬阿蘇草原の減災機能

⓭草原が管理されなくなるとどうなるか

❾九州の水がめである阿蘇

⓮守るために自分ができること

❼阿蘇草原の生物多様性②

５ インタープリテーション時に活用できる
イラスト集
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５ �インタープリテーション時に活用できる　
イラスト集

草原観光利用のルール・マナーを喚起するピクトグラム一覧

❶海外の肉製品を持
ち込ませない

❷衣服や持ち込む機材
のクエン酸（0．4％）
洗浄、靴底や車両
の消石灰消毒を徹
底する

❿靴や服の種子を払い
落とし、外来植物を
持ち込ませない

❽ゲートの開け閉め
を必ず行う

❾草原内の動植物は
取らせない、 持ち
帰らせない

❼許可を得た草原以
外には立ち入らせ
ない

❸家畜への接触は厳禁 ❹えさやりはさせない

❻着衣については、
他の家畜飼養農場
に入場したものは
使用させない

❺家畜との距離を常
時 10 ｍ以上は確
保する（場所によっ
て二重柵の設置を検
討する）
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⓫草原内にあるもの
を壊さない、持ち
帰らせない

⓬野生動物にエサを
与えさせない

⓭草原の動植物に負
荷を与えすぎるこ
とがないよう常に
注意・観察を怠ら
ない

⓱農業関係者や地元
住民に出会ったら、
あいさつをし、コ
ミュニケーション
をとる

⓯草原内外でごみを
見つけたら、持ち
帰るようにする

⓮ごみは捨てずに必
ず持ち帰らせる

⓲ガイドは、許可な
く無断で草原に 立
ち入った人を見か
けた際は声かけし、
規制の必要性を説
明し理解してもら
う

⓰アクティビティガ
イド以外の来訪者
の火気使用は厳禁
とする

５ インタープリテーション時に活用できる
イラスト集
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※掲載図表について、特に引用表記がない場合は、阿蘇草原再生協議会（事務局：環境省）が所有するもの。

２「アクティビティガイドのルール、遵守事項」＿
「口蹄疫対策の徹底」について

● 農林水産省（2021）飼養衛生管理基準（牛、水牛、鹿、めん羊、山羊）.
● 農林水産省（2022）飼養衛生管理基準遵守指導の手引き（牛、水牛、鹿、めん羊及び山羊の場合）.
● 公益社団法人中央畜産会（2019）畜産分野の消毒ハンドブック .

４「インタープリテーションにおいて留意するポイント」
について

巨大火砕流噴火と阿蘇カルデラ形成、阿蘇火山中央火口丘群の誕生の歴史
● �勝井義雄（1979）日本列島の火山分布図. 岩波講座地球科学（7 巻）「火山」, 付図.
● �渡辺一徳（2001）自然と文化 阿蘇選書7 阿蘇火山の生い立ち 地質が語る大地の鼓動. 一の宮町.
● �阿蘇ジオパーク推進協議会（2012）阿蘇ジオパークガイドブック. 
● �阿蘇火山博物館（2019）火の山・阿蘇　阿蘇火山博物館図録

阿蘇カルデラ周辺に広がる草原が成立し、人間活動により維持されてきた経緯
● �佐々木章・佐々木尚子（2011）植物珪酸体と花粉, 微粒炭からみた阿蘇・くじゅう地域の草原と

人間活動の歴史. 野と原の環境史（湯本貴和編, 佐藤宏之・飯沼賢治責任編集）. 文一総合出版, 東
京,p169-199

● �宮縁育夫（2016）「阿蘇カルデラの環境とその変遷」. 「阿蘇の文化的景観」保存調査報告書Ⅱ: 詳
細調査. 阿蘇市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p3-12.

● �長谷義隆（2016）「堆積物が語る環境変遷」.「阿蘇の文化的景観」保存調査報告書Ⅱ: 詳細調査. 阿
蘇市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p13-31.

● �佐々木尚子（2016）「古生態学データからみた阿蘇地域の草原と人間活動の歴史」.「阿蘇の文化
的景観」保存調査報告書Ⅱ: 詳細調査. 阿蘇市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西
原村,p42-49.

● �高橋佳孝（2016）「阿蘇の草原」.「阿蘇の文化的景観」保存調査報告書Ⅱ: 詳細調査. 阿蘇市・南
小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p159-210.

● �勝野和美（2010）草原の森林化に伴う土壌炭素動態の変化 :  ススキ草原における黒ボク土の変
化を例にして. 東京大学大学院新領域科学研究科博士論文

阿蘇谷が湖だった過去から現代までの変遷、豊かな湧き水や温泉が生まれる背景
● �宮縁育夫（2016）「阿蘇カルデラの環境とその変遷」.「阿蘇の文化的景観」保存調査報告書Ⅱ: 詳

細調査. 阿蘇市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p3-12.
● �田 中 伸 廣（2016）「 阿 蘇 山 と 水 」. 「 阿 蘇 の 文 化 的 景 観 」保 存 調 査 報 告 書 Ⅱ: 詳 細 調 査. 阿 蘇 市・南

小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p32-41.
● �島野安雄（1992）「阿蘇の地下水」. 山中進・鈴木康夫編著『肥後・熊本の地域研究』
● �一の宮町（2000）阿蘇山と水, 自然と文化・阿蘇選書. 一の宮町町史.
● �利 部 慎・嶋 田 純・島 野 安 雄・樋 口 覚・野 田 尚 子（2011）阿 蘇 カ ル デ ラ 内 に お け る 地 下 水 の 流 動 機

構. 日本水文化学誌第41 巻第１号,p1-17

�草原の維持に欠かせない「野焼き」の炭素固定効果
● �Toma,Y.  ,   Armstrong,K.  ,  S tewart , J.R .  ,  Yamada,T.  ,  Nish iwaki ,A .  and Ferandez ,F.

G.（2012）Carbon sequest rat ion  in  so i l  in  a  semi-natura l  Miscanthus  s inens i s  
grass land and Cryptomer ia  japonica  fores t  p lantat ion  in  Aso ,  Kumamoto,  Japan .  
Global  Change Bio log y Bioenerg y.

● �Toma,  Y.  ,  Cl i f ton ‐Brown,  J.  ,  Sugiyama,  S.  ,  Nakaboh,  M.  ,  Hatano,  R .  ,  
Fernández ,  F.G.  ,  S tewart ,  J.R .  ,  Nish iwaki ,  A .  & Yamada,  T.  (2013) .  So i l  carbon 
s tocks  and carbon sequest rat ion  ra tes  in  seminatura l  grass land in  Aso  region,  
Kumamoto,  Southern  Japan .  Global  change bio log y.

6 引用・参考文献
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�阿蘇の動植物の生態系や希少性、それらが守られている背景
● �高橋佳孝（2017）「第８章　阿蘇草原における生態系サービスの現状と今後の課題」. 横川洋・高

橋佳孝編著『阿蘇地域における農耕景観と生態系サービス』. 農林統計出版,p183-262.
● �環境省自然環境局九州地区自然保護事務所（2005）ついつい子どもに伝えたくなる！！ 阿蘇の

草原ハンドブック

九州の巨大な水がめとしての水源涵養機能
● �島 谷 幸 宏（ 研 究 代 表 者 ）（2022）自 然 災 害 と 生 態 系 サ ー ビ ス の 関 係 性 に 基 づ い た 創 造 的 復 興 に 関

する研究. 環境研究総合推進費 終了研究成果報告書
● �市 川 勉（ 研 究 代 表 者 ）（2022）熊 本 地 震 に よ る 阿 蘇 カ ル デ ラ か ら 熊 本 地 域 の 地 下 水 を 中 心 と し た

水循環への影響の評価に関する研究. 環境研究総合推進費 終了研究成果報告書
● �「阿蘇の湧水と人々の暮らし」（牧野厚史氏へのインタビュー記事）. 水の文化第70 号(2022) . ミ

ツカン水の文化センター

約30000 年前の旧石器時代から人々が暮らしてきた遺跡が草原には存在し、約
8200 年前の縄文時代にはカルデラ内でも人々の暮らしが始まっていたこと

● �緒 方 徹（2016）「 遺 跡 分 布 か ら み た 土 地 利 用 」. 「 阿 蘇 の 文 化 的 景 観 」保 存 調 査 報 告 書 Ⅱ: 詳 細 調
査. 阿蘇市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p77-80.

阿蘇には2000 年以上前から伝わる神話や独特な火山信仰・神事、そして固有な
農耕文化があり、その背景（火山の噴火、地震による地形変動、先住民と移住民
による稲作の普及など、自然災害と恵み、先祖から受け継いできたかけがえのな
い財産）があること

● �梶 原 宏 之（2016）「 民 族 に み る 阿 蘇 山 」. 「 阿 蘇 の 文 化 的 景 観 」保 存 調 査 報 告 書 Ⅱ: 詳 細 調 査. 阿 蘇
市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p123-129.

● �飯沼賢司（2016）「火と水の利用から見る阿蘇の草原と水田景観の形成史　阿蘇の下野の祭礼か
ら読み解く」. 「阿蘇の文化的景観」保存調査報告書Ⅱ: 詳細調査. 阿蘇市・南小国町・小国町・産山
村・高森町・南阿蘇村・西原村,p81-98.

● �阿蘇火山博物館（2019）火の山・阿蘇　阿蘇火山博物館図録.
● �阿蘇神社（2006）肥後一の宮阿蘇神社.
● �松本徰夫・松本幡郎編（1981）阿蘇火山 世界一のカルデラ, 東海大学出版会.

千年の草原は、二次的自然であり、地元の農業者の日々の生業により維持されて
いること

● �高 橋 佳 孝（2016）「 阿 蘇 の 草 原 」.「 阿 蘇 の 文 化 的 景 観 」保 存 調 査 報 告 書 Ⅱ: 詳 細 調 査. 阿 蘇 市・南
小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村,p159-210.

● �高橋佳孝（2017）「第８章　阿蘇草原における生態系サービスの現状と今後の課題」. 横川洋・高
橋佳孝編著『阿蘇地域における農耕景観と生態系サービス』. 農林統計出版,p183-262.

● �阿蘇市・南小国町・小国町・産山村・高森町・南阿蘇村・西原村（2016）「阿蘇の文化的景観」保存
調査報告書　Ⅰ：総論.

● �阿蘇草原再生協議会（2021）阿蘇草原再生全体構想＜第３期＞阿蘇の草原を未来へ

阿蘇のあか牛や乳製品をはじめ、アクティビティで提供する飲食物も草原や地元
由来のものを用いていること
100 ｇのあか牛肉を食べることがおよそ４畳半（7.5 平方メートル）の草原維
持につながること

● �大滝典雄（1997）自然と文化 阿蘇選書10 草原と人々の営み 自然とのバランスを求めて. 一の宮町.
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